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■総合型選抜入試

　総合型選抜入試は、高等学校からの推薦によらず、受験生自身の意思で出願し、受験生本人が記載するエントリー
シート（志望理由、入学後の学習計画等）や自己PR資料と、小論文またはレポート作成及び面接を組み合わせること
によって、受験生の能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価・判定することを目的とした入試制度である。これ
により、大谷大学では、本学の教育理念をよく理解し、本学で学ぶことに強い意欲を持った学生を受け入れる。

制度の特色

　2021年度入試より総合型選抜として始まった本入試では、全ての審査をとおして、受験生の意欲・関心と各学科の
求める学生像、学びの特質との適合性（マッチング）を総合的に評価・判定する。2026年度入試では、試験日に先が
けて、まず学長による本学の理念説明の動画配信が行われた。試験当日は学科（教育学科はコース）ごとにアドミッ
ション・ポリシーの説明と学科ワークが実施され、その後、各学科・コースで設定された小論文またはレポート作成
に全受験生が取り組んだ。選考は、学科ワークを受講したうえで課される小論文またはレポート作成、出願時に提出
されたエントリーシート・自己PR資料及び面接にて行われた。
　学科ワークでは、入学後に各学科・コースで必要となる力を確認するため、講義、グループワークやグループディ
スカッションなど、それぞれ学科・コースにより学びの特性を生かした形式で行われた。

選考方法とその意図（出題意図）

　総合型選抜入試のもっとも有効な対策は、オープンキャンパス※の各学科・コースの「学び紹介（総合型選抜
入試ポイント解説）」と個別相談ブースでの説明に参加することである。あわせて、大学ホームページに掲載さ
れる「2027年度総合型選抜入試ポイント解説」にて過去問題や各学科・コースからのアドバイスを確認してお
くことが肝要である。試験当日は学科・コースごとに特色ある課題が出題されるが、オープンキャンパスはそ
れらの具体的な説明を事前に確認できる貴重な機会となる。「入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー 
AP）」及び「学科の目標・学科が求める学生像」についても、必ず確認しておいてほしい。
　総合型選抜入試は、「学科ワーク」+「小論文またはレポート作成」+「面接」の形式である。「学科ワーク」は、
それぞれの学科・コースの学びの特性を生かして、講義、グループワーク、グループディスカッション、もしく
はそれらいずれかの組み合わせにて行われ、学科ワークを受けたうえで、「小論文またはレポート作成」が課さ
れる。「小論文またはレポート作成」は、入学後に各学科・コースで必要となる力を確認するために行う。例えば、
学科ワークが「講義」で「小論文」を課される場合、講義を聴いたうえで課題が提示されるので、課された内容
の要点を整理し、自身の考えをまとめて文章作成するという、高校までに培われた基本的な能力がまずは要求さ
れる。学科ワークが「グループワーク」「グループディスカッション」で「レポート作成」が課される場合、それ
らの取り組みを踏まえて自身が考えたことなどの文章作成が課される。いずれも詳細は、オープンキャンパスに
おける各学科・コースの「学び紹介」への参加や、大学ホームページに掲載される「2027年度総合型選抜入試ポ
イント解説」にて過去問題や各学科・コースからのアドバイスを確認してほしい。
　「面接」では、主に意欲・関心と学科・コースとの適合性（マッチング）が問われる。自分が入学後に学びた
いと思っていることと志望する学科・コースの学びの内容が合致していることや、取得したいと思っている資格・
免許がその学科・コースで取得可能かどうかについて、よく確認したうえで出願してほしい。
　いずれの方法も学科・コースの学びの特性に応じた内容でそれぞれ実施される。志望する学科・コースでの学
びに対する意欲・関心、適性を大いにアピールできるチャンスとなる。大切なことは、オープンキャンパスの各
学科・コースの「学び紹介」あるいは個別相談ブースにて、自らの意欲・関心が志望する学科・コースの求める
学生像や学びと合致しているかを、十分確認しておくことである。
　その他、事前提出書類に関するアドバイスとしては、まずエントリーシートは志望する学科・コースの学問領
域と自身の修学目的とのマッチングを十分確認したうえで作成することが肝要である。
　自己PR資料（提出は任意）については、様式などは問わない。志望する学科・コースの学びに連動、関連す
る内容が含まれていればよい。例えば、活動報告書、取得した資格・検定やさまざまな活動、経験を証明できる
もののコピー、作品や成果物、ポートフォリオ、その他自身で作成したものなどが対象となる。志望する学科・
コースのために準備や努力してきたこと、これまで力をいれて取り組んできたことなどを存分にアピールしてほ
しい。
　なお、2027年度入試の実施内容や評価基準などの詳細については、『2027年度入試ガイド』にて公表している
ので、確認してほしい。

受験生へのアドバイス

※オープンキャンパスで実施する入試対策などのプログラム内容については、大学ホームページにて確認すること。
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■指定校制推薦入学制度

　本学が依頼した高等学校または中等教育学校の学校長の推薦にもとづき、学生を受け入れる入学制度である。高等
学校または中等教育学校に求める推薦条件のうち、「内発的な関心により読書し、物事をゆっくり時間をかけて粘り
強く考え、深く理解しようと努め、それを明快に表現できる人物であること」にとりわけ特徴が示されている。制度
における取り組みを教育活動の一環として捉え、文章能力の錬成を図る意味をもつことから、総合型選抜入試と並ん
で大谷大学の教育理念を反映した入学制度である。

制度の特色

　指定校制推薦入学制度は、以下の内容にて構成される。小論文作成は、2025年度入学制度までは選考日当日に面接
とともに実施していたが、2026年度入学制度からは入学前教育プログラムへ移行した。課題図書の精読と小論文作成
に時間をかけ、より充実した学習成果に期待することが目的である。
Ａ．課題図書の精読
　志願者へ受験票とともに課題図書と「読書ガイド」等を送付し、志願者が時間をかけて自分の力で課題図書を精読し、
考えを十分に深めることができるようにした。
Ｂ．事前講義
　「課題図書の読み方及び小論文作成に関する講義」の動画を志願者へWeb配信した。講義は課題図書の読み方や小
論文作成のポイントを確認する内容であった。
Ｃ．面接
　出願書類とともに提出された志望理由書などに基づいて行われた。そのため、志望理由書は本頁の「受験生へのア
ドバイス」を確認のうえ、しっかりと作成してほしい。2026年度入学制度の面接では課題図書精読の進捗状況などを
確認した。詳しくは、各指定校へ送付する実施要項を確認してほしい。
Ｄ．小論文作成及び小論文指導（入学前教育プログラムにて実施）
　①小論文作成
　�指定校制推薦入学制度では、入学前教育プログラムとして課題図書の内容に基づいた小論文作成を必須としている。

課題図書の精読、内容理解、それらを根拠とした自身の考えを表す文章能力は、大学入学後に必要となるためである。
　②小論文指導
　�作成された小論文には、学科教員が添削を加え、アドバイス・コメントを記入して出身高等学校等を通じて返却した。

自身の学習上の長所や短所を知り、入学までの課題として取り組むことで入学前に準備できるようにした。

取り組み内容とその意図

　近年の課題図書は社会問題を扱ったものや自叙伝などであった。小論文の設問は、課題図書を精読のうえ、本
全体を見渡し、大まかに内容を把握する力などが要求される。１冊の課題図書を自力で読み通す力は、大学入学
後にも必要となるため、読書の習慣を身につけておいてほしい。小論文は、要約と意見論述といった書き方の基
本的なルールを押さえるのも大切だが、実際に書いてみて繰り返しトレーニングを積むことが最大のポイントと
なる。対策としては、オープンキャンパスにて実施される「小論文型入試セミナー」などを積極的に活用してほ
しい。
　また、面接では志望する学科・コースでの学びについて、どれだけ理解しているかが鍵になってくる。自らの
学びの関心が志望する学科・コースの内容と合致していることや取得したいと思っている資格・免許がその学科・
コースで取得可能かどうかなどを確認しておくことが必須である。また、志望する学科・コースの求める学生像
や学びと合致しているかも十分確認しておくことが重要である。最善の対策は、オープンキャンパス※に参加す
ることであり、志望する学科・コースの個別相談ブースにて自分自身でしっかりと確かめておいてほしい。

受験生へのアドバイス

※オープンキャンパスで実施する入試対策などのプログラム内容については、大学ホームページにて確認すること。
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講
評

〈11月14日実施〉

〈11月15日実施〉

　課題文の内容を正しく読解し、その論旨を正確に把握したうえで、与えられたテーマについての考察が、まとまり
ある形で表現されているかどうかを評価するものである。
　具体的には次のような諸力をはかることを意図している。
　　①読解力：課題文をよく読解し、その論旨を正確に把握しているか
　　②思索力：与えられたテーマについて、十分に考察し、また批判や評価をしているか
　　③表現力：考察した内容を説得力のある文章にまとめているか、誤字や脱字はないか
　　④独創性：広い視野のもとで、独自の視点を提示しているか

出題意図

　課題文では、人間が必然的に持つ「確証バイアス」が「エコーチェンバー」現象によって無自覚に必要以上に強化
されているが、これが進むと、物事を多角的に捉える必要性さえ感じない人が増え危険である、と述べられている。
　問１は、「著者の考えを300字以内で要約しなさい」という設問である。要約のポイントは以下の３点である。

（１）膨大な情報の中で生きている人間は、無意識に情報を取捨選択しており、その際には自分の信念に合う情報だ
けを集める「確証バイアス」が働いている。

（２）インターネットのアルゴリズムはこの傾向を強化し、「エコーチェンバー」現象を引き起こす。結果として多様
な視点を失い、偏った思い込みが社会に広がる危険がある。

（３）人間はバイアスから逃れられないが、それを過度に増幅させるような仕組みには注意が必要である。
　問２は、「著者の考えに対するあなたの意見を500字以内で述べなさい」という設問である。自分の意見を述べる際
には、著者の考えを踏まえて論じること、また論理的・客観的な意見として述べることが重要である。したがって、
著者の考えを受けていないもの、自分の個人的な体験だけを単純な根拠として結論を出すものなどは、評価されない
ので注意が必要である。以下の３点がポイントとなる。

（１）著者の考えのうち、どのような箇所に着目したかを明確に記述する。
（２）着目点を明示した上で、自分の意見を論理的に展開する。
（３）自分の意見の説得力を高めるために客観性のある事例を挙げる。

＜出典＞今井むつみ『人生の大問題と正しく向き合うための認知心理学』日経プレミアシリーズ、2025

講評

　課題文では、「人情」という日本人的な感情は、国際的な交流においても人間性として通じる大切なものであるのに、
近年、日本では軽視される傾向にあり、そのことで人の心を動かす力が失われていくのではないか、と述べられている。
　問１は、「著者の考えを300字以内で要約しなさい」という設問である。要約のポイントは以下の３点である。

（１）「人情」は日本人的な感情として嫌われることもあるが、国際的な場であっても人を動かすものは最終的には人
間性であり、人情こそは万国共通の大切なものである。

（２）その人情が日本人の中で薄れてきているが、国際性とは人情のような日本的なものを捨てることではなく、自
分たちの言葉や心をはっきりさせることが必要である。

（３）日本が豊かになって、カネやモノで押し通していくことで、本当に相手の心を動かす力を失っていくのではな
いか。
　問２は、「著者の考えに対するあなたの意見を500字以内で述べなさい」という設問である。自分の意見を述べる際
には、著者の考えを踏まえて論じること、また論理的・客観的な意見として述べることが重要である。したがって、
著者の考えを受けていないもの、自分の個人的な体験だけを単純な根拠として結論を出すものなどは、評価されない
ので注意が必要である。以下の３点がポイントとなる。

（１）著者の考えのうち、どのような箇所に着目したかを明確に記述する。
（２）着目点を明示した上で、自分の意見を論理的に展開する。
（３）自分の意見の説得力を高めるために客観性のある事例を挙げる。

＜出典＞平山郁夫『絵と心』中央公論新社、2008

講評
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〈11月16日実施〉

　課題文では、「弱さ」や「依存」について、一般的に思われていることとは反対に、弱いロボットはその「弱さ」
ゆえに多くのことを為すことができるのであり、自立とは多くの人や物に「依存」できることである、と述べられて
いる。
　問１は、「著者の考えを300字以内で要約しなさい」という設問である。要約のポイントは以下の３点である。

（１）人の力を借りなければならない「弱いロボット」には「他者を巻き込む力」があり、その源泉は彼自身の中で
は行為が完結しないという「弱さ」にある。

（２）熊谷晋一郎さんは「依存先が一つしかない」ことの危険性から、「多くの人や物に依存できることが自立の条件」
であり、多くのものに依存しているのに「何にも依存していない」と感じられる状態こそが“自立”なのだと言う。

（３）「依存症」とは依存先が極めて少ない状態であり、健康な人は多くの依存先を持っている。
　問２は、「著者の考えに対するあなたの意見を500字以内で述べなさい」という設問である。自分の意見を述べる際
には、著者の考えを踏まえて論じること、また論理的・客観的な意見として述べることが重要である。したがって、
著者の考えを受けていないもの、自分の個人的な体験だけを単純な根拠として結論を出すものなどは、評価されない
ので注意が必要である。以下の３点がポイントとなる。

（１）著者の考えのうち、どのような箇所に着目したかを明確に記述する。
（２）着目点を明示した上で、自分の意見を論理的に展開する。
（３）自分の意見の説得力を高めるために客観性のある事例を挙げる。

＜出典＞白石正明『ケアと編集』岩波新書、2025

講評

　小論文対策としては、日頃から「読んで書く」という習慣の繰り返ししかない。
　「読む」とは、他人の文章の真意と意図を理解することである。著者は何に対して賛成しており、何に対して
反対しているのかを見抜く。読書するときには、次の展開や次の言葉を推測しながら読む訓練をしよう。
　「書く」とは、自分の語彙を使って読み手を説得する論理的な文章を組み立てることである。的確に書くため
の語彙や、論の根拠とする客観性のある事例も、読むことなしには身につかない。意味が曖昧な語、書けない漢
字は、億劫がらずに辞書を引こう。
　読まなければ書けない。しかし読んだだけで書かなければ、書けるようにはならない。他者に伝わる文章を書
くためには、例えば「要約と自分の考え」を書いて、他の人に直してもらうことをすすめる。
　小論文型入試は、対策をしっかりと講じれば短期間で大きな効果が現れる。繰り返し練習すれば、必ず上達す
るので、がんばってほしい。

受験生へのアドバイス
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　公募制推薦入試【前期】［併願制］・［専願制］ ［講評］ 小論文
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〈11月14日実施〉

　基礎能力試験型は、マークシート方式を採用しており、英語の基礎的な知識と読解力を確認することをねらいとし
ている。出題者が受験生に求めているのは主として次の点である。
　①基本的な英文法・英単語・熟語をマスターしていること。
　②語句の意味・用法と文法を正確に踏まえ、英文を総合的に理解できること。
　③英会話に親しみ、会話の流れを理解できること。

出題意図

　1　長文総合問題。英文要旨：アラブ首長国連邦の首都アブダビでは交通渋滞が大きな問題となっているが、アブ
ダビ郊外に造られたマスダール・シティではこの問題を解決するためのいろいろな方策が試されている。
　設問１　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ benefitは「恩恵」という意味。⑵ projectは「予測する、予定する」
という意味の動詞で、最も近いのはア。
　設問２　第１パラグラフの３～４行目にウの内容が書かれている。
　設問３　第２パラグラフの２～３行目にアの内容が書かれている。
　設問４　空所補充問題。空所Ａには「陰」を意味するshadeが入る。空所Ｂには「～をつなぐ」という意味のconnect
が入る。connect A to Ｂで「ＡをＢとつなぐ」という意味になる。空所Ｃには「実際は」という意味のin realityが入る。
　設問５　第３パラグラフの３～５行目にイの内容が書かれている。
　設問６　第４パラグラフの最初の文にアの内容が書かれている。
　設問７　第３パラグラフの４～８行目に、マスダール・シティではPRTという新しい交通システムが計画され、当
初は3000台が稼働する予定だったが、実際は13台しか稼働していない、ということが書かれている。正答はウ。
　2　会話文の問題。IreneとYutoが、リモートワークの是非について話している。
　設問１　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ question sheetは「質問票」。正答はウ。⑵ argueは「主張する」と
いう意味の動詞。正答はイ。⑷ apartは「離れて」。keep ～ apartで「～を離しておく」という意味になる。正答はイ。
　設問２　空所補充問題。空所Ａでは、Ireneが、アンケートをもうやったかとYutoに尋ねた理由を述べることが求
められている。正答はア。空所Ｂは、その後に続く言葉から、リモートワークが従業員のコミュニケーションに関し
てはよくない面があるという趣旨のことが述べられていることが予想できる。正答はア。空所Ｃは、その前のIrene
の問いかけに対する適切な応答を選ぶ。正答はイ。
　設問３　下線部⑶のsavesは「～を節約する、～を不要にする」という意味の動詞。正答はア。イは「～を救う」。ウは「相
手の得点を防ぐこと」。
　設問４　23～25行目で、自宅に仕事用の場所を設けているというIreneに対し、Yutoはそれをいい考えだと述べて
いる。正答はウ。
　設問５　26～27行目にアの内容が書かれている。
　3　短文空所補充問題。単語、熟語の適切な用法を選びとる能力が問われる。１．deal withで「～を処理する」
という意味になる。正答はウ。２．「もし～ならば」という意味のifが入る。give up onは「～に見切りをつける」。
３．正答はイ。detectは「～を見つける」という意味の動詞。fixは「～を修理する、～を修正する」。４．正答はア。
graduallyは「だんだんと」。５．burst intoで「突然～し始める」という意味になる。正答はイ。６．正答はウ。現
時点での何らかの兆候に基づいて未来のことを述べるときには、willではなくbe going toを用いる方が適当である。 
７．anything butで「少しも～でない」という意味になる。正答はア。８．principalは「校長」。正答はエ。
　4　並べかえの問題。１．matterは「重要である」という意味の動詞。「私にとって最も重要なこと」はwhat 
matters most to meとなる。２．shouldn’t have＋過去分詞は「～するべきではなかったのに（実際はしてしまった）」
という、過去の行動に対する非難や後悔を表す表現。３．turn out to beで「～であることがわかる」という意味になる。

講評
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〈11月15日実施〉

　1　長文総合問題。英文要旨：技術の発達により、障がい者スポーツに使用される優れた器具が開発されており、
障がい者にとってスポーツは以前より親しみやすいものになってきている。また、そうした器具の試作品が発表され
る競技会も毎年行われている。
　設問１　空所補充問題。空所Ａには「～に参加する」という意味のparticipatesが入る。空所Ｂには「機会」という
意味のopportunitiesが入る。空所Ｃには「独力で」という意味のon your ownが入る。
　設問２　Chelsea McClammerが世界的レベルのアスリートであることは第１パラグラフに述べられているが、Roy 
Tuscanyについては、世界的レベルのアスリートであるとは書かれていない。
　設問３　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ adaptedは「適合させられた」という意味。最も近いのはア。⑵ 
take placeは「行われる、開催される」という意味。最も近いのはア。
　設問４　第３パラグラフの５～７行目にイの内容が書かれている。
　設問５　第４パラグラフにアの内容が書かれている。
　設問６　第５パラグラフの６行目で、Cybathlonの競技がスポーツのように見えないかもしれないと述べられてい
る。正答はウ。
　設問７　正答はウ。第５パラグラフで、スポーツだけでなく日常生活のための障がい者支援の技術も進歩してきて
いることが述べられている。また、Cybathlonでは義手で服をつるしたりサンドウィッチを作ったりする競技が行わ
れていることも述べられている。
　2　会話文の問題。KeikoとPatrickが、日本人の時間に対する感覚について話している。
　設問１　空所補充問題。空所Ａは、Misaとの最初のデートがどうだったかをPatrickが答えている箇所。その後を
読むと、Patrickが遅刻して、Misaが機嫌を損ねたと書かれていることから、デートはあまりうまく行かなかったこ
とが分かる。正答はア。空所Ｂは、日本人は時間を厳しく守るように育てられているというKeikoに、Patrickが反発
している箇所。正答はイ。空所Ｃでは、その後に続く言葉から、Patrickが日本人は時間を厳守するということをいっ
たん受け入れていることが推測できる。正答はア。
　設問２　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ upsetは「腹を立てている」という意味の形容詞。正答はウ。⑵ 
strictは「厳格な」という意味の形容詞。正答はア。⑷ shameは「残念なこと」。正答はイ。
　設問３　下線部⑶のonceは「かつて」という意味の副詞。正答はイ。アは「一度」。ウは「いったん～すると」。
　設問４　８～９行目で、Keikoは日本人が小さいころから時間を守るよう教えられていると述べている。正答はイ。
　設問５　日本人は始まりの時間は厳守するのに終わりの時間は守らないというPatrickに、Keikoは24行目で、その
ことについて一緒に上司に話に行くことを提案している。正答はイ。
　3　短文空所補充問題。単語、熟語の適切な用法を選びとる能力が問われる。１．can’t have＋過去分詞で「～し
たはずがない」という意味になる。正答はイ。２．接続詞などの、節と節をつなぐ言葉がないので、分詞構文を使う。
正答はイ。３．visitingの目的語となる関係代名詞を選ぶ。正答はウ。４．future trends（将来の傾向）を目的語として
とるのに適当な動詞を選ぶ。正答はイ。５．正答はエ。stableは「安定した」。recessionは「不景気」。６．時や条件
を表す接続詞に続く節では、未来のことであってもwillを用いず現在形を使う。正答はイ。７．正答はア。appetiteは

「食欲」。８．refrain from ～ingは「～することを慎む」。正答はイ。
　4　並べかえの問題。１．have the notion thatで「～という考えを持つ」という意味になる。２．the last person 
to doで「最も～しそうにない人」という意味になる。３．praise Ａ for Ｂで「ＢのことでＡをほめる」という意味に
なる。

講評

　公募制推薦入試【前期】［併願制］・［専願制］ ［講評］ 英語
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　1　長文総合問題。英文要旨：夢は創造的な作業や学習に役に立つのかについて研究が行われているが、誰もが納
得する結論はまだ出ていない。
　設問１　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ are facingは「～に直面している」。正答はア。⑵ standing stillは「じ
っとしている」という意味。正答はイ。
　設問３　空所補充問題。空所Ａは、夢が日常生活で役に立った例を述べている箇所。正答はア。空所Ｂは適切な動
詞を選ぶ。空所Ｂを含む文に続く箇所では、夢が役に立たないという意見が述べられていることから考える。正答は「～
を疑う」という意味のア。空所Ｃには「秘密」という意味のウが入る。アは「選択肢」、イは「うわさ」という意味で、
空所Ｃに入れても意味が通る文にならない。
　設問５　第３パラグラフに、夢が役に立つかどうかについて科学者の間で意見が分かれていることが述べられてい
る。正答はウ。
　設問７　１行目のsleep onは「～を一晩寝て考える」という意味。
　2　会話文の問題。AoiとNateが、卒業旅行の行き先を海外にするか国内にするかについて話している。
　設問１　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ discussingは「～について話し合っている」。正答はウ。⑶ cautious
は「用心深い」という意味の形容詞。正答はア。⑷ fortunateは「幸運な」という意味の形容詞。正答はウ。
　設問２　空所補充問題。空所Ａは、卒業旅行で海外に行きたいというAoiに、Nateが国内旅行も魅力的だと述べて
いる箇所。正答はア。空所Ｂは、Nateが自分の国でも海外旅行に興味のない若者が多いのはインターネットが要因か
もしれないと述べている箇所。正答はウ。空所Ｃは、その前後でのNateの発言から考える。Nateは「自分の視野を広
げるために海外に行く必要はないと思う」とか「行き先はどこであれ、友人と一緒に楽しんで思い出を作ることが重
要だ」と述べている。正答はイ。
　設問３　下線部⑵のissueは「問題」という意味の名詞。正答はウ。アは（雑誌、新聞などの）号。イは「～を発表す
る」という意味の動詞。
　設問４　14行目の発言から、アが正答となる。
　設問５　９行目の発言から、イが正答となる。
　3　短文空所補充問題。単語、熟語の適切な用法を選びとる能力が問われる。１．正答はイ。containは「～を含む」。
２．her husbandを先行詞とする継続用法の関係代名詞が入る。この関係代名詞は、I thoughtをはさんで、was over 
20 years older than herの主語となるので、主格のwhoが正答。３．「たとえ～でも」という意味のエが正答。sports 
dayは「運動会」。４．「成熟した」という意味のイが正答。５．正答はイ。cut down onは「～を削減する」という意味。
paperworkは「事務作業」。６．「～しなければならなかった」という意味のウが正答。７．experiment（実験）を行う
場所である「実験室」という意味のイが正答。８．「～を邪魔する」という意味のウが正答。I didn’t mean to disturb 
you.は「あなたの邪魔をするつもりはなかった」という意味。
　4　並べかえの問題。１．put A into practiceで「Ａを実行する」という意味になる。２．never ... without ～で「～
なしで…することはない」「…すれば必ず～する」という意味になる。３．woke upの後に、その結果どうなったかを
表す不定詞が続く。find oneself ～ingで「自分が～していることに気づく」という意味になる。

講評

　公募制推薦入試【前期】［併願制］・［専願制］ ［講評］ 英語
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　出題者が受験生に求めているのは、オーソドックスな学習の成果であり、高校のリーディングの教科書がきち
んと理解できる力がついていれば解ける問題であると考えている。
　ただし、「きちんと」理解できることが重要であり、「なんとなくわかる」というレベルでとどまらないように
してほしい。基本的な単語・熟語の習得はもちろんのこと、英文の構造をしっかり把握して、一つ一つを論理的
に正確に理解していくことが、外国語学習においては特に重要である。

受験生へのアドバイス

〈11月16日実施〉
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公募制推薦入試【前期】［併願制］・［専願制］ ［講評］ 国語 　

　高等学校で学習する内容を基盤とし、大学での学びに必要な知識問題、及び文章内容を理解する基礎的な力がある
かどうかを確認するための問題となっている。解答形式はすべて選択式である。具体的には、大問１においては語彙
力を問う問題10問、大問２においては文章読解力を問う問題15問、合計25問を出題している。
　大問２は、4000字あまりの説明的な内容をもつ文章を課題文としているが、著者の論述に従いながら、各段落の意
図を把握しつつ、その理解が文章全体にまでひろげられるか、また自身が読み取ったことをもとに、問われているこ
とについて適切な解答を導き出せるかを重視している。その過程において、漢字を読み書きする力や基本的な語句の
意味、慣用句の知識なども必要になってくる。

出題意図

　大問１については、基礎的な国語知識が問われるため、日頃から言葉の意味に関心をもって、類義語や対義語、
慣用句や四字熟語、漢字熟語の構造などの知識を増やしてほしい。
　大問２に関しては、さまざまな種類の説明的な文章（論説文）を読んで慣れることが大切である。論説文は一
見読みにくく感じられるかもしれないが、必ずテーマとそれを説明するための例で成り立っている。だからテー
マをたどれば必ず著者の主張を知ることができ、その主張を補強するために紹介されるさまざまな例の意味も理
解することができる。一見難解に感じられるかもしれないが、論説文の文章は筋道から外れることはなく、また
書かれていないことが出題されることもない。さらに、難しいところには必ず著者の解説が付されている。
　第一印象にとらわれることなく、根気強くいろいろな文章を読んで慣れていってほしい。大学での学びにおい
て、論説文を読みこなすことは、必要不可欠の基礎力である。新聞や新書、現代文の問題集など、より多くの論
説文を読むようにしてほしい。

受験生へのアドバイス
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願
制
］・［
専
願
制
］

講
評

　大問１は、言葉の意味を問う問題、漢字の二字熟語の類義語・対義語・組み立てを問う問題、慣用表現の意味を問
う問題、四字熟語を完成させる問題、四字熟語の意味を問う問題、助詞の意味・用法を問う問題からなる。いずれも
基本的な知識を問うものである。
　大問２は岡田暁生氏の「音楽論は文明論たりうるか？―「教養」の実用性について考える」から出題した。冒頭、
著者は「芸術＝遊び」というイメージが強く、なかでも音楽については、「音楽なんて研究対象になるんですか？」
と問われることが多いと述べる。これが、この文章の軸となる問いである。まず、これについて、著者は、文学や美
術と比べて音楽が無用だと思われるとすれば、それは非表象性にあるのだろうと推測し、だが、音楽はその非表象性
ゆえに、時代の空気をいち早く、鋭く反映することがあるのだと述べていく。そしてその主張に沿って、ベートーヴ
ェンや癒しの音楽などの例を挙げ、音楽は「生きること」とのっぴきならない結びつきを持っていると主張する。読
解のポイントは、この文章の軸となっている主張を読み取り、それぞれの実例が、著者の主張とどのように結びつい
ているかを理解することにある。

講評
〈11月14日実施〉

　大問１は、言葉の意味を問う問題、漢字の二字熟語の類義語・対義語・組み立てを問う問題、慣用表現の意味を問
う問題、四字熟語を完成させる問題、四字熟語の意味を問う問題、助詞の意味・用法を問う問題からなる。いずれも
基本的な知識を問うものである。
　大問２は猪熊葉子氏の『大人に贈る子どもの文学』から出題した。この文章は、軸となる問いが、冒頭にわかりや
すくは提示されてはいない。だが、よく読めば冒頭に挙げられている引用文などから、フィクションとしての「物語」に、
どのような意味、意義があるか？という問いについて述べていることがわかる。著者はこの問いにしたがって、神話、
昔話、伝説がそれぞれどういうものであるか、あるいは近代に「小説」が出てきたことにより、「物語」がどう評価
されるようになったのかなどのトピックについて述べていく。まずはこうしたトピックを、きちんと整理して読み取
ることが必要である。そのうえで、「物語」の「文学的価値」をどう評価すべきか？という問いに対する著者の主張（結
論として、著者は、読者をその世界に引き込み、とどめておくことができたならそれは価値であると述べている）を
しっかりと理解することが重要である。

講評
〈11月15日実施〉

　大問１は、言葉の意味を問う問題、漢字の二字熟語の類義語・対義語・組み立てを問う問題、慣用表現の意味を問
う問題、四字熟語を完成させる問題、四字熟語の意味を問う問題、助詞の意味・用法を問う問題からなる。いずれも
基本的な知識を問うものである。
　大問２は三好由紀彦氏の『哲学のメガネ』から出題した。この文章では、まず古代の人々が、海の果は断崖絶壁で
そこから海水が流れ落ちていると考えていたことを述べる。そしてその発想が、雨がふると瓶から水があふれる、と
いった身近な場面の観察から生まれたことを説明する。ここから、自分たちのわかる範囲の現象を、拡大して世界を
理解するという世界の把握方法が提示されていることに気づかなくてはならない。この文章は、どのようにして世界
を把握するか、ということを問題にしているのだ。著者はそのうえで、現在、われわれが宇宙の果てをどのように理
解しているのか説明していく。じつは、技術の差はあれども、自分たちが観察できる範囲の現象を拡大して推量する
という点では、古代人と変わりがないのだ。そうした論理の流れをしっかり読み取れているのかが読解のポイントと
なる。

講評
〈11月16日実施〉
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（出典：Unlock Level 3 Reading, Writing and Critical Thinking, Carolyn Westbrook, Lida Baker, Chris Sowton 
(c) Cambridge University Press 2019. Reproduced with permission of the Licensor through PLSclear.）

公募制推薦入試【前期】［併願制］ ［問題］ 英語 2025年11月14日実施
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（出典：Smart Choice 4th Edition: Level 4, Alice Savage, Chris Valvona (c) Oxford University Press 
2021. Reproduced with permission of the Licensor through PLSclear.）
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（出典：Password 3: A Reading and Vocabulary Text, Third Edition,Pearson Education, Inc. (USA)）
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著作権の関係により掲載しておりません。
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公募制推薦入試【前期】［併願制］ ［問題］ 国語 2025年11月14日実施

公
募
制
推
薦
入
試【
前
期
】

［
併
願
制
］

国
語



31

指
定
校
制
推
薦
入
学
制
度

総
合
型
選
抜
入
試

公
募
制
推
薦
入
試
【
前
期
】

［
併
願
制
］・［
専
願
制
］

公
募
制
推
薦
入
試
【
後
期
】

［
専
願
制
］

一
般
入
試
［
第
１
期
］

一
般
入
試
［
第
２
期
］

英語 11月14日実施
解答番号 解答 配点
1 ア 4
2 ア 4
3 ウ 5
4 ア 5
5 ウ 4
6 ア 4
7 イ 4
8 イ 5
9 ア 5
10 ウ 5
11 ウ 3
12 イ 3
13 イ 3
14 ア 3
15 ア 3
16 イ 3
17 ア 3
18 ウ 4
19 ア 5
20 ウ 2
21 イ 2
22 イ 2
23 ア 2
24 イ 2
25 ウ 2
26 ア 2
27 エ 2
28 イ 3

（完答）29 ア
30 エ 3

（完答）31 ウ
32 イ 3

（完答）33 ウ

総点 100

国語 11月14日実施
解答番号 解答 配点
1 ア 3

2 イ 3

3 エ 3

4 イ 3

5 ウ 3

6 ウ 3

7 イ 3

8 ア 3

9 イ 3

10 エ 3

11 ア 2

12 エ 2

13 イ 2

14 イ 2

15 ウ 2

16 エ 6

17 ウ 6

18 エ 6

19 ア 6

20 イ 6

21 ウ 5

22 ア 6

23 ア 6

24 イ 6

25 ウ 7

総点 100

英語 11月16日実施
解答番号 解答 配点
1 ア 4
2 イ 4
3 ウ 5
4 ア 4
5 ア 4
6 ウ 4
7 ウ 5
8 ウ 5
9 イ 5
10 ア 5
11 ウ 3
12 ア 3
13 ウ 3
14 ア 3
15 ウ 3
16 イ 3
17 ウ 3
18 ア 4
19 イ 5
20 イ 2
21 ウ 2
22 エ 2
23 イ 2
24 イ 2
25 ウ 2
26 イ 2
27 ウ 2
28 イ 3

（完答）29 ア
30 イ 3

（完答）31 ア
32 イ 3

（完答）33 ウ

総点 100

国語 11月16日実施
解答番号 解答 配点
1 イ 3

2 ウ 3

3 ア 3

4 エ 3

5 ウ 3

6 イ 3

7 ウ 3

8 ウ 3

9 エ 3

10 エ 3

11 ウ 2

12 エ 2

13 イ 2

14 ウ 2

15 ア 2

16 エ 6

17 ウ 6

18 イ 6

19 ウ 5

20 ア 6

21 ア 6

22 ウ 6

23 エ 6

24 ア 6

25 イ 7

総点 100

英語 11月15日実施
解答番号 解答 配点
1 ウ 4
2 ア 4
3 イ 4
4 イ 5
5 ア 4
6 ア 4
7 イ 5
8 ア 5
9 ウ 5
10 ウ 5
11 ア 3
12 イ 3
13 ア 3
14 ウ 3
15 ア 3
16 イ 3
17 イ 3
18 イ 4
19 イ 5
20 イ 2
21 イ 2
22 ウ 2
23 イ 2
24 エ 2
25 イ 2
26 ア 2
27 イ 2
28 イ 3

（完答）29 ウ
30 ア 3

（完答）31 イ
32 エ 3

（完答）33 ア

総点 100

国語 11月15日実施
解答番号 解答 配点
1 ウ 3

2 エ 3

3 ア 3

4 イ 3

5 ウ 3

6 イ 3

7 ウ 3

8 ウ 3

9 エ 3

10 イ 3

11 ウ 2

12 ア 2

13 エ 2

14 イ 2

15 ウ 2

16 ウ 6

17 イ 6

18 ア 6

19 ウ 6

20 ア 6

21 ウ 6

22 エ 6

23 イ 5

24 ア 6

25 エ 7

総点 100

公募制推薦入試【前期】［併願制］・［専願制］ ［解答］ 英語・国語 　
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公募制推薦入試【後期】［専願制］ ［講評］ 英語 　
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　基礎能力試験型は、マークシート方式を採用しており、英語の基礎的な知識と読解力を確認することをねらいとし
ている。出題者が受験生に求めているのは主として次の点である。
　①基本的な英文法・英単語・熟語をマスターしていること。
　②語句の意味・用法と文法を正確に踏まえ、英文を総合的に理解できること。
　③英会話に親しみ、会話の流れを理解できること。

出題意図

　1　長文総合問題。英文要旨：ヒゲペンギンは、ヒナや巣を守るため、子育ての期間は長く眠ることはなく、一回
数秒の睡眠を何度も繰り返していることが研究によって明らかになってきた。
　設問１　正答はア。イとウの内容は第１パラグラフに書かれている。
　設問２　空所補充問題。空所Ａには「凍ること」という意味のfreezingが入る。keep O from ～ingは「Ｏが～する
のを防ぐ」。空所Ｂには「～をねらう」という意味のtargetが入る。その前の文に「ヒゲペンギンの親は見張りをしな
ければならない」と書かれており、ここではその理由が述べられている。空所Ｃにはアが入る。attachは「～をとり
つける」という意味の動詞。
　設問３　第２パラグラフの４～５行目に、他のペンギンが卵を保護するための石を巣から盗むことがあると書かれ
ている。正答はウ。
　設問４　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ lastは「続く」という意味の動詞。正答はア。⑵ revealは「～を明
らかにする」という意味の動詞。正答はウ。
　設問５　第３パラグラフの６～８行目にアの内容が書かれている。
　設問６　第４パラグラフの最初の文にウの内容が書かれている。
　設問７　第５パラグラフの最初の文にイの内容が書かれている。
　2　会話文の問題。TakuとClaudiaが、救急車の利用の仕方について話している。
　設問１　下線部⑴のcasesは「症例・患者」という意味。正答はア。イは「容器」。ウは「訴訟・判例」。
　設問２　空所補充問題。空所Ａにはイが入る。ここで話題になっているのは、救急車の利用が有料か無料かという
ことである。空所Ｂには、「救急車の料金が高くなれば問題になるだろう」というClaudiaの意見に対する応答として
適当なものを選ぶ。正答はア。空所Ｃには、ウが入る。緊急性がないのに救急車を呼ぶ人が減れば、本当に必要とし
ている人に集中できるというClaudiaの意見にTakuは賛成しており、それに沿った内容のものを選ぶ。
　設問３　下線部の語の意味を選択する問題。⑵ coverは「（費用など）をまかなう」という意味の動詞。正答はイ。
⑶ burdenは「重荷・負担」。正答はウ。⑷ in the long runは「長い目で見れば・結局は」。正答はウ。
　設問４　９～10行目のClaudiaの言葉が、イの内容と一致する。
　設問５　11行目で述べられている、料金が高ければ救急車を呼ぶことをためらう人もいるのではないか、という
Takuの疑問がウの内容と一致する。
　3　短文空所補充問題。単語、熟語の適切な用法を選びとる能力が問われる。１．by the time ～で「～する時ま
でには」という意味になる。正答はエ。２．過去形が使われていることに着目する。正答はウ。「どんなに力を込め
てもねじは回らなかった」という意味になる。３．正答は「乱用・悪用」を意味するア。human rights groupは「人
権団体」。４．正答は「姿を消す」という意味のア。declineは「減少」。５．正答はcatchの過去形のア。catch sight 
ofで「～を見つける・～が目に入る」という意味になる。６．正答はイ。動作を表す動詞の現在形は、繰り返される
動作を表す。７．正答はウ。remain to be doneは「まだなされていない状態である」という意味。８．正答は「材料・
成分」を意味するイ。
　4　並べかえの問題。１．have trouble ～ingで「～するのに苦労する」という意味になる。２．所有格の関係代名
詞whoseを用いた構文。whoseの後ろには必ず名詞が置かれる。３．keep in touch withで「～と交際を続ける」とい
う意味になる。

講評

　出題者が受験生に求めているのは、オーソドックスな学習の成果であり、高校のリーディングの教科書がきち
んと理解できる力がついていれば解ける問題であると考えている。
　ただし、「きちんと」理解できることが重要であり、「なんとなくわかる」というレベルでとどまらないように
してほしい。基本的な単語・熟語の習得はもちろんのこと、英文の構造をしっかり把握して、一つ一つを論理的
に正確に理解していくことが、外国語学習においては特に重要である。

受験生へのアドバイス
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公募制推薦入試【後期】［専願制］ ［講評］ 国語 　

　高等学校で学習する内容を基盤とし、大学での学びに必要な知識問題、及び文章内容を理解する基礎的な力がある
かどうかを確認するための問題となっている。解答形式はすべて選択式である。具体的には、大問１においては語彙
力を問う問題10問、大問２においては文章読解力を問う問題15問、合計25問を出題している。
　大問２は、4000字あまりの説明的な内容をもつ文章を課題文としているが、著者の論述に従いながら、各段落の意
図を把握しつつ、その理解が文章全体にまでひろげられるか、また自身が読み取ったことをもとに、問われているこ
とについて適切な解答を導き出せるかを重視している。その過程において、漢字を読み書きする力や基本的な語句の
意味、慣用句の知識なども必要になってくる。

出題意図

　大問１は、言葉の意味を問う問題、漢字の二字熟語の類義語・対義語・組み立てを問う問題、慣用表現の意味を問
う問題、四字熟語を完成させる問題、四字熟語の意味を問う問題、助詞の意味・用法を問う問題からなる。いずれも
基本的な知識を問うものである。
　大問２は、源河亨氏の『「美味しい」とは何か』から出題した。課題文は、「味やおいしさは言葉にできないと言わ
れる」という点をきっかけとして、味覚と言葉の関係について論を述べていく。そしてさまざまな場面や言葉を挙げて、
味覚を言語化するにはどんな困難があるかを述べていく。言葉による区別は知覚による区別よりも粗いということが
その中心となるが、それぞれの例がどのように著者の主張と結びついているのか、しっかり理解して読み進める必要
がある。
　そのうえで後半は、完全に言語化することができないにしても、体験を言語化することにはどんな意味があるのか
を、さらにさまざまな例を通じて説明していく。後半についても、著者が挙げるさまざまな具体例と著者の主張との
関係を的確に読み取ることが大切である。

講評

　大問１については、基礎的な国語知識が問われるため、日頃から言葉の意味に関心を持って、類義語や対義語、
慣用句や四字熟語、漢字熟語の構造などの知識を増やしてほしい。
　大問２に関しては、さまざまな種類の説明的な文章（論説文）を読んで慣れることが大切である。論説文は一
見読みにくく感じられるかもしれないが、必ずテーマとそれを説明するための例で成り立っている。だからテー
マをたどれば必ず著者の主張を知ることができ、その主張を補強するために紹介されるさまざまな例の意味を理
解することができる。一見難解に感じられるかもしれないが、論説文の文章は筋道から外れることはなく、また
書かれていないことが出題されることもない。さらに、難しいところには必ず著者の解説が付されている。
　第一印象にとらわれることなく、根気強くいろいろな文章を読んで慣れていってほしい。大学での学びにおい
て、論説文を読みこなすことは、必要不可欠の基礎力である。新聞や新書、現代文の問題集など、より多くの論
説文を読むようにしてほしい。

受験生へのアドバイス
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公募制推薦入試【後期】［専願制］ ［講評］ 数学 　

　高等学校での数学学習の基礎となる数学Ⅰ・数学Ａから幅広く出題した。大問４題を設定した。問1では、数学Ⅰ・
数学Ａの基礎的な理解度をみるために５問の小問を出題した。それ以外の問いでは、数学Ⅰ・数学Ａの各分野から出
題した。
　問1では、数学Ⅰの「数と式」、「データの分析」、「集合と命題」ならびに、数学Ａの「場合の数と確率」から出題した。
いずれも、基本的な数学の概念や考え方、計算や数式の処理についての理解を問う問題である。
　問2では、数学Ⅰの「図形と計量」および数学Ａの「図形の性質」から、三角形の辺の長さと三角比の関係や、外
接円に関する問題を出題した。この問題では、三角比や外接円の性質についての的確な理解が必要である。
　問3では、数学Ⅰの「２次関数」から、未知の定数を含む２次関数のグラフに関する問題や、グラフ上の点によっ
て構成される図形に関する問題を出題した。ここでは、２次関数の性質についての的確な理解と、そのグラフを図形
的にとらえることが要求されている。
　問4では、数学Ａの「場合の数と確率」から、数字の書かれたカードを用いた試行についての問題を出題した。場
合の数と確率については標準的な出題であり、試行と確率についての基本的な理解を問うている。

出題意図

　試験問題に対して、受験生は着実に対応していたように見受けられる。
　もちろん、問題文の中の数値をそのまま公式にあてはめて解けるような問題ばかりということではない。問題文に
よって与えられた状況に基づいて、どのような関係が成立するのかを適切にとらえたうえで、解答を求めるための式
を立て、さらに、計算を正確に進める必要がある。
　数学の公式をそのまま覚えるのではなく、その意味や応用場面を意識しながら、問題に取り組むように心がけてほ
しい。いずれの問題も教科書をきちんと勉強すれば解けるレベルであり、章末問題や課題学習などを解きながら、数
学が現実場面でどのように活用されているかを意識しながら勉強することを心がけてほしい。

講評

　数学は、論理を順序立て思考を構築することを学ぶ教科である。論理的な思考は、理系のみならず、文系にお
いても必要となる。例えば文章を執筆するときに、論理的な構成を考えなければ、誰も筆者の意図を理解しては
くれないだろう。そのためには、単に公式を暗記するだけではなく、なぜそのような公式が導かれるのか、公式
の根本的な部分を理解しておくことが必要である。
　また、数学Ⅰや数学Ａの範囲であっても理工系の専門分野だけでなく、文系といわれる、社会学系や人文科学
系の分野でも応用されることが増えてきている。数学には、対象をどうとらえ、どう取り扱うかという、考え方
の枠組みを提供する学問という側面がある。大学で志望する専門分野が文系だから数学が必要とされないわけで
はないことを意識して、数学の勉強を進めていくことも必要である。
　入試では、時間の制約があるため、慌ててしまうこともあるだろうが、日頃から計算に親しむことで単純なミ
スをしないように心がけたい。そのためには繰り返しの練習も必要である。本学の試験問題に類似した問題を問
題集などから拾い出して実際に解いてみる。そして、その過程で解答が合わない場合には、どこをどのように間
違えたのかを自分自身で確認しておくことが必要である。そうすることで、大問の後半で計算結果が合わない場
合に、どこで間違えたのかを試験場でも認識できる力がつくだろう。
　ともすると、間違えるということに対して否定的にとらえてしまい、間違えたという事実に目を向けることを
拒否したくなるかもしれない。しかし、間違えたときこそが学びの大きな機会であるということを理解すること
が重要である。

受験生へのアドバイス
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Subsequently, he and a group of

（出典：Copyright 2023 by NewsForKids.net. Adapted with permission from NewsForKids.net.）

公募制推薦入試【後期】［専願制］ ［問題］ 英語 2025年12月13日実施
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2025年12月13日実施公募制推薦入試【後期】［専願制］ ［問題］ 英語
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2025年12月13日実施公募制推薦入試【後期】［専願制］ ［問題］ 英語
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2025年12月13日実施公募制推薦入試【後期】［専願制］ ［問題］ 国語
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2025年12月13日実施公募制推薦入試【後期】［専願制］ ［問題］ 国語
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2025年12月13日実施公募制推薦入試【後期】［専願制］ ［問題］ 国語
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公募制推薦入試【後期】［専願制］ ［問題］ 国語 2025年12月13日実施
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公募制推薦入試【後期】［専願制］ ［問題］ 数学 2025年12月13日実施
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2025年12月13日実施公募制推薦入試【後期】［専願制］ ［問題］ 数学
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公募制推薦入試【後期】［専願制］ ［解答］ 英語・国語・数学 　
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募
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入
試【
後
期
】

［
専
願
制
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解
答

英語 12月13日実施
解答番号 解答 配点
1 ア 5
2 ウ 4
3 ウ 4
4 ア 4
5 ウ 5
6 ア 4
7 ウ 4
8 ア 5
9 ウ 5
10 イ 5
11 ア 3
12 イ 3
13 ア 3
14 ウ 3
15 イ 3
16 ウ 3
17 ウ 3
18 イ 4
19 ウ 5
20 エ 2
21 ウ 2
22 ア 2
23 ア 2
24 ア 2
25 イ 2
26 ウ 2
27 イ 2
28 イ 3

（完答）29 エ
30 エ 3

（完答）31 ア
32 イ 3

（完答）33 ウ

総点 100

大問 番号 解答 配点

1

ア 2 4
（完答）イ 5

ウ 1
4

（完答）エ 3

オ 3

カ 7 2
（完答）キ 1

ク 3 3
（完答）ケ 2

コ 1 2

サ 4 2

シ 2 4
（完答）ス 4

セ 3 4
（完答）ソ 6

大問 番号 解答 配点

2

ア 2 5

イ 1
2

（完答）ウ 5

エ 8

オ 1 3
（完答）カ 5

キ 5 5

ク 8
5

（完答）ケ 1

コ 5

サ 4 5
（完答）シ 7

大問 番号 解答 配点

3

ア 1 3
（完答）イ 2

ウ 1 3
（完答）エ 2

オ 9 3
（完答）カ 8

キ − 2
（完答）ク 1

ケ 5 3

コ 3 3

サ − 2
（完答）シ 9

ス −

2
（完答）

セ 5

ソ 4

タ 2

チ −
2

（完答）ツ 1

テ 2

ト 9 2
（完答）ナ 0

大問 番号 解答 配点

4

ア 1 5
（完答）イ 3

ウ 1 5
（完答）エ 5

オ 1
5

（完答）カ 2

キ 5

ク 7
5

（完答）ケ 4

コ 5

サ 3
5

（完答）シ 3

ス 5

数学 12月13日実施 総点 100

国語 12月13日実施
解答番号 解答 配点
1 エ 3

2 ア 3

3 エ 3

4 ア 3

5 ウ 3

6 エ 3

7 イ 3

8 ウ 3

9 エ 3

10 イ 3

11 ア 2

12 ウ 2

13 イ 2

14 ア 2

15 エ 2

16 エ 6

17 ア 6

18 ウ 6

19 エ 6

20 ウ 6

21 ア 6

22 エ 6

23 イ 6

24 ウ 5

25 エ 7

総点 100



45

指
定
校
制
推
薦
入
学
制
度

総
合
型
選
抜
入
試

公
募
制
推
薦
入
試
【
前
期
】

［
併
願
制
］・［
専
願
制
］

公
募
制
推
薦
入
試
【
後
期
】

［
専
願
制
］

一
般
入
試
［
第
１
期
］

一
般
入
試
［
第
２
期
］

一般入試［第１期］ ［講評］ 英語 　
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期
］

講
評

　一般入試［第１期］では、マークシート方式を採用し、英語の基礎的な知識と読解力を確認することをねらいとし
ている。出題者が受験生に求めているのは主として次の点である。
　①基本的な英文法・英単語・熟語をマスターしていること。
　②語句の意味・用法と文法を正確に踏まえ、英文を総合的に理解できること。
　③英会話に親しみ、会話の流れを理解できること。

出題意図

　３日間を通じて出題形式は共通である。以下、２月４日の試験に沿って講評する。
　1　長文総合問題。英文要旨：動物には音やしぐさ、触れ合いなど様々なコミュニケーション方法がある。例えば
猿は外敵の種類によって仲間に出す警告音を変え、蜂は特有の動きで餌のありかを仲間に知らせる。また象やキリン
は互いの鼻や首を絡ませて親愛の情を示す。人間にも動物と同様に意思疎通を図る多様な方法がある。
　設問１　下線部⑴ のsendは情報や意図、感情などを「伝える」という意味の動詞。正答はア。
　設問２　下線部の語の意味を選択する問題。⑵ formは「種類」という意味の名詞で、正答はイ。⑶ obviousは「す
ぐにわかる」という意味の形容詞で、正答はア。⑷ amazingは「驚くべき」という意味の形容詞で、正答はイ。
　設問３　空所補充問題。空所Ａのあるセンテンスは、外敵に「気づいた」際に猿が警告音を出すことを述べている
直前のセンテンスと同様のパターンであり、正答はウ。空所Ｂには選択肢イが入り、in patterns「一定のパターンで」
という意味になる。空所Ｃは、親愛の情を示す接触を論じる段落内にあり、接触で「強める」のはアのbonds「絆」で
ある。
　設問４　下線部の意味を選択する問題。（あ）では、identifyは「（～の身元を）特定する」という意味で、itはEach 
dolphinを指している。正答はイ。（い）では、with＋名詞＋補語で付帯状況を示し、「背中を高くした状態で」という
意味になる。正答はウ。言葉以外の意思疎通手段について述べる最終段落にある（う）では、without wordsは「言
葉を使わずに」であり、way＋Ｓ＋Ｖで「ＳがＶする方法」という意味であるため、正答はア。
　設問５　本文の内容に合う英文を選択する問題。第１段落では、人間と同様に動物も互いに意思疎通を図ることが
述べられており、第２段落で、動物には様々なコミュニケーションの方法があることが述べられている。正答はウ。
　2　会話文の問題。MariはRinaのサマープログラムの申し込みを手伝っており、申し込みフォームに入力が必要な
長所やリーダーシップの経験について、二人で一緒に考えている。
　設問１　下線部の語句の意味を選択する問題。⑴の正答はウで、「長所、強み」という意味になる。⑵の
consideration「思いやり」に最も近いものはア。⑶はhave disciplineで「規律がある」、すなわち自己管理力があるこ
とを表しているため、正答はウ。
　設問２　空所補充問題。空所Ａの直後にサマープログラムの申し込みをしようとしているため、プログラムには乗
り気であることが分かり、正答はウ。空所Ｂに対し、Rinaが申し込みで記入すべき情報を答えており、正答はイ。空
所Ｃの後に「イニシアティブを取れ」と促しており、指示待ちのRinaをたしなめていると分かる。正答はイ。
　設問３　下線部の意味を選択する問題。⑷「あなたのためにこのサマープログラムを見つけたのは私だった」とい
う意味で、正答はア。⑸「意地悪くする必要はない」（＝意地悪しないで）という意味で、正答はア。⑹「私に思い出
させて」（＝話してほしい）という意味で、正答はウ。
　設問４　本文の内容に合うものを選択する問題。文化祭でアイリッシュダンスをしようというRinaのアイディアに
クラス全体が盛り上がったと自身で言っており、正答はウ。
　3　短文空所補充問題。１．fansを修飾する形容詞であるウが入り、「興奮したファン」という意味になる。２．電
車に乗り遅れるのは、必要な行動がなされなければ起こることであり、正答は「さもなければ」という意味のイ。３．
譲歩の接続詞thoughがあり、好条件に反する結果となるため、エが正答となり、申し出をturn down「断る」という意味。
４．譲歩（「疲れていたにもかかわらず」）を表し、予想に反する結果を導くため、正答はエ。５．as + 副詞 + as + 
Ｓ + couldで「できるだけ～」という意味になり、正答はイ。６．主節から仮定法過去完了だと分かり、「もし～して
いたら」という意味のHad＋Ｓ＋過去分詞とするため、正答はア。
　4　並べかえの問題。１．were surprised by the という順番になる。２．for the sake of ～は「～のために」とい
う意味。３．of+名詞で「～の性質をもつ」という意味になる。

講評

　出題者が受験生に求めているのは、オーソドックスな学習の成果であり、高校のリーディングの教科書がきち
んと理解できる力がついていれば解ける問題であると考えている。
　ただ、「きちんと」理解できることが重要であり、「なんとなくわかる」というレベルでとどまらないようにし
てほしい。基本的な単語・熟語の習得はもちろんのこと、英文の構造をしっかり把握して、一つ一つを論理的に
正確に理解していくことが、外国語学習においては特に重要である。

受験生へのアドバイス

〈2月4・5・6日実施〉
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　一般入試［第１期］の問題は、例年と同じく大問２題からなる。
　大問１は四字熟語の完成、漢字の部首名の把握、漢字熟語の組み立てや音訓の理解、慣用句や文法、近現代文学史
の知識など、基礎的な国語力を問う小問９題から構成されている（約４割）。
　大問２は読解問題であり、4,000～4,500字程度の説明的文章（論説文）を、正しく読み取ることができるかを問う
小問を設けている（約６割）。なお読解の前提として本文中の漢字の表記について問い、そのうえで著者の主張への
理解を問うという構成になっている。
　いずれの問題も、大学入学後に必要な国語力を試すものである。

出題意図

　大問１については、基礎的な国語知識が問われるため、日頃から四字熟語や慣用句など、知っている語彙を増やし
ておくことが重要である。また漢字熟語の構造など、言葉の成り立ちに関心をもっていることが望まれる。近現代文
学史については、高等学校の国語教科書や便覧に載っている範囲で出題されているため、それらをよく見ておくこと
が必要である。
　大問２で出題した長文の内容について、日程ごとに以下に述べる。
　いずれの文章も軸となるテーマがあり、そのテーマを論じるために先人の見解や、実例が紹介、解説されるという
構造をもつ。そのため、まずは文章の軸となるテーマを理解することが読解のポイントとなる。
　２月４日は岡田温司『人新世と芸術』から出題した。課題文は、まず、エコロジーとエコノミーという現在では相
性がいいとは言えない言葉が、実は「オイコス」という共通のルーツを持っていることを提示する。そのうえで、そ
れがどのような経緯をたどって現代のような状況に至ったのか解説していく。まずは、「自然のエコノミー」という
語をめぐる初期キリスト教時代の神学者たちの考え、あるいはリンネやディグビーの認識を理解する必要がある。そ
の上で、ダーウィンが同じ「自然のエコノミー」という言葉を使った時に、その意味合いにはどのような変化がみら
れ、その変化にはどんな意味があるのかを解説する。さらにフンボルトにおける芸術と自然の関係などが論じられる
が、それぞれの主張を根気強く読み取ることが重要である。
　２月５日は、藤田正勝『日本哲学入門』から出題した。出題箇所は、和辻哲郎の『風土』について解説している箇
所である。和辻哲郎の哲学は一見やや難解に感じられるが、著者の解説にしたがって読み解けば、理解しやすい。出
題もそれぞれの文章展開のポイントを押さえる形でしており、順番に問題に答えることで、全体の理解が進むように
なっている。具体的には、なぜ和辻は「自然」と呼ばず「風土」という言葉を使ったのか？和辻は私たちの意識のは
たらきをどのように説明しているか？和辻に対する批判に対して著者はどのような意見を持っているのか？和辻の述
べる「風土への超越」とはなにか？などである。いずれも傍線箇所の近いところに解説があるため、難易度は必ずし
も高くない。初見の印象に惑わされず読み進めることが必要である。
　２月６日は、藤川直也『誤解を招いたとしたら申し訳ない　政治の言葉／言葉の政治』から出題した。この文章は、
私たちのコミュニケーションを可能にしている言葉を社会インフラの一つとして捉えるところからはじまる。そのう
えで、インフラとしての言葉に不都合が生じたら、改良したり、あらたな言葉や概念を作ったりする必要があるという、
いわゆる概念工学の考え方を紹介していく。メタ意味論の説明などは一見難解に感じられるかもしれないが、著者は
概念工学を説明するために多くの例（「惑星」、「結婚」、「水」、「橅」と「楡」など）を提示しており、それぞれの例
の説明を着実に読み解いていけば、著者の主張を理解することができる。
　なお全日程を通して、先に各部分の読解を問い、それを踏まえて文章全体の理解を問うという形をとっており、各
設問が全体理解のガイドとなるように設定している。

講評

　大問２に関しては、説明的な文章（論説文）に慣れておくことが重要である。論説文は一見読みにくく感じら
れるかもしれないが、必ず筋道に沿って書かれている。それをたどれば著者の主張を知ることができ、その主張
を補強するために紹介されるさまざまな例も理解することができる。一見難解に感じられるかもしれないが、論
説文の文章は筋道から外れることはなく、また書かれていないことが出題されることもない。さらに、本当に難
しいところには必ず著者の解説が付されている。第一印象にとらわれることなく、根気強く読んで慣れていって
ほしい。
　大学での学びにおいて、論説文を読みこなすことは、必要不可欠の基礎力である。新聞や新書、現代文の問題
集など、より多くの論説文を読むようにしてほしい。

受験生へのアドバイス

〈2月4・5・6日実施〉
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　一般入試［第１期］の問題は、高等学校世界史で学習する内容をきちんと理解しているかどうかを確認するため、
次のような点に配慮して出題した。
　第一に、高校の教科書に準拠した問題であることである。すなわち、多くの教科書に記述されているような、基本
的な内容を問う設問とした。第二に、全体として地域・時代の偏りが少なくなるよう、できるだけ広い範囲からバラ
ンスよく出題することである。第三に、さまざまな角度から理解度を測定するために、地図や図版を使用した問題を
出題することである。教科書に掲載されているような地図や図版から出題し、本文だけでなく参考となる資料にも目
を通すことができているかを問う設問とした。単に用語を覚えるだけでなく、例えば地名であれば地図上の位置を確
認するなど、視覚的にとらえることが求められる。

出題意図

　出題意図に沿って、次のような構成とした。まず、１日目の1は古代国家の形成から李朝建国に至るまでの朝鮮史
の問題、2は古代からポルトガルによるマラッカ王国占領に至るまでの東南アジア史の問題、3は都市や商業が急速
に発展した中世ヨーロッパの経済交流史の問題、4はロシア革命やヴェルサイユ条約など第一次世界大戦前後のヨー
ロッパ史の問題である。
　次に２日目は、1は殷から周、春秋・戦国時代を経て秦の統一から滅亡に至るまでの中国古代史の問題、2は紀元
前４世紀末のマウリヤ朝から仏教の衰退・イスラーム勢力の進出に至るまでのインド史の問題、3は砂糖や木綿とい
った世界で広く取引された「世界商品」の歴史をめぐる問題、4は18世紀の領土拡大から20世紀初頭の革命直前に至
るまでのロマノフ朝を扱ったロシア史の問題である。
　２日とも、地図・図版を使った問題を出題した。地図では、１日目の4で第一次世界大戦後のヨーロッパでヴェル
サイユ条約によるラインラント非武装地域を選択する問題を設けた。図版では、２日目の1で殷で使用されていた甲
骨文字を選択する問題を出題した。
　また、２日目の3は比較的平易な概説書から抜粋した文章を読んでもらい、その内容に関連する事項を問うもので
ある。出題内容は全て教科書の範囲内であるが、世界史に関する様々な著作を読む機会をもってもらえればと思う。
　１日目について解説する。1の問５朝鮮半島の仏教についての問題で、「高麗の時代に仏国寺が創建された。」を正
しいとする誤答、4の問７ソヴィエト＝ロシアの新経済政策（ネップ）についての問題で、「計画経済により重工業
化を推進した。」を選択する誤答が多かった。前者は高麗が仏教を国教にしたため、朝鮮の歴史で仏教といえば高麗
であるとのイメージが強くなってしまっているための誤答で、後者はネップとそれにかわって開始された第１次五カ
年計画の内容と混同しているための誤答であろう。
　教科書レベルの内容であっても、大まかには覚えているが、細かい点は記憶が曖昧になってしまっていて、正解に
たどりつけていないケースが間々見られる。時代の流れの中で、起こった出来事や登場する人物などを整理して、混
同することなく筋道立てて理解していく必要がある。
　先にあげた問題以外でも、近現代史の問題に不正解が目立った。近現代になると国家間の関係が複雑になり、特に
条約の内容などは混同してしまう傾向があるが、前後の出来事と結び付けて正確に理解していくことが求められる。
また時代順に勉強を進めていくと近現代は手薄になりがちであるが、自分自身が生きる現代に至るまでの流れをしっ
かりと習得しておいてほしい。

講評

　本学世界史の問題は教科書の範囲内で解答できるものばかりであるから、次のようなオーソドックスな学習を
きちんと積み重ねていくことが何より大切である。
　第一は、教科書をよく読み、その内容を把握することである。ただ単に目で文字を負うだけでは不十分で、要
点を自分でノートにまとめることが、遠回りに思えても、やはり最も効果がある。時間がない時でも、ただ教科
書を読むだけではなく、かたわらにメモ用紙を置いておき、読みながら重要な語句や気になったことを実際に書
いてみるなど、手も同時に使っていくとよい。
　第二は、教科書の地図や図版に注意を払うことである。世界史の教科書に載っている各種の地図は、それぞれ
の時代を理解する上で特に重要度の高いものであるので、位置や地形、立地条件などを確認しておく。また、図
版に示された建築・絵画・彫刻作品などは、特徴を自分なりにつかんでおくことである。
　第三に、歴史用語を表面的に記憶するだけではなく、できるだけ具体的なイメージを描いて理解していくこと
である。教科書だけではなく、資料集・図版集などの副読本も活用し、豊かなイメージを養っていくことが大切
である。

受験生へのアドバイス

〈2月4・5日実施〉
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　日本史の問題は、１日目（２月４日）、２日目（２月５日）ともに1〜4の大問で構成した。いずれの設問も、高
等学校日本史の内容に準拠したもので、日本史についての基礎的な知識と理解度を問う内容となっている。日本史の
なかには政治・経済・文化・宗教などのさまざまな分野がある。それら多様な分野に関する理解、そして特定の歴史
上の出来事を通時代的に理解する力、さらには異なる分野との関連性を把握する力、および日本史を理解する上で重
要な史料読解の基礎能力を確認しようとしたものである。
　１日目・２日目ともに、大問1は特定の時代の分野史を取り上げた設問で、３つのリード文を読み、文中の10箇所
に付された下線部の語句や人名についての正誤を判断する設問である。大問2は、通時代的な特定の分野史で、時代
ごとに３つのリード文を読み、空欄と下線部に関する８つの設問に解答する。大問3は、史料読解に関する問題で、
時代や分野の異なる２つの史料を読み、その内容に関する６つの設問に解答するものである。大問4は、時代を限定
した分野史で、３つのリード文に設けた15の空欄に、語群から正答を選択する設問である。配点は大問1が30点、2
が24点、3が16点、4が30点であった。

出題意図

　大問1は、南北朝～戦国時代の文化史に関する問題（１日目）、明治時代の外交史に関する問題（２日目）を出題した。
大問1は、日本史上の出来事・人物・文化などについての基礎的な知識・理解力を問う問題である。２日目は比較的
よくできていたが、１日目は少し難度が高かったようである。特に、室町後期の絵師で土佐派を確立した人物を問う
問題（解答番号９）は誤答が目立った。比較的著名な人名である。この時代は政治的な側面が印象強いかもしれないが、
学問や文芸の発展についても広く理解しておくことが望まれる。
　大問2は、貨幣経済に関する通時代史の問題（１日目）と、宗教美術に関する通時代史の問題（２日目）で、とも
に古代から近世にかけての範囲で出題した。例年この大問2は、基礎学力をふまえたうえでの通時代的な理解度を問
う箇所である。両日ともに正答率はやや低めで、とくに２日目の中世前期の絵巻物に関する問題（解答番号15）、お
よび近世初期の屏風絵に関する問題（解答番号17）は、ともに説明文の正誤を問う形式だった。歴史用語の暗記だけ
ではなく、事象を具体的に叙述した文章を丁寧かつ正確に読み解く能力も養っておく必要がある。
　大問3の史料問題は、『教令類纂』から1715年の海舶互市新例に関する問題と、『青鞜』から明治時代の女性史に関
する問題（１日目）、『類聚三代格』から延喜の荘園整理令に関する問題と、『耶蘇会士日本通信』から戦国期の堺に
関する問題（２日目）を出題した。大問3は、史料の読解力と、内容を歴史の文脈に位置づけて把握する力を確認す
る問題である。１日目の『青鞜』の著者や史料内容を問う問題（解答番号22・23）と、２日目の『耶蘇会士日本通信』
の記載内容を問う問題（解答番号23）は、正答率が高かったが、全体をとおして史料に即した問題に不慣れな感があ
るので、暗記だけでなく史料に立脚した歴史の把握や時代背景の理解を心がけることが望ましい。
　大問4は、５～７世紀の古代政治史に関する問題（１日目）と、近世前期政治史に関する問題（２日目）を出題した。
大問4は時代と分野を限定したもので、基本的な事柄の理解度を確認しようとする問題である。１日目・２日目とも
によくできていた。ただし、１日目の大王直轄民の用語を問う問題や推古天皇が誰の后かを問う問題（解答番号27・
34）、２日目の郷帳を問う問題（解答番号25）は誤答が目立った。著名な歴史用語によるうわべの知識だけでなく少
し踏み込んだ知識も把握し、関連する情報を幅広く暗記しておくとよい。
　繰り返しになるが、政治・経済・思想・文化などの諸分野は、それぞれ独立して展開しているのではなく、相互に
影響を与えあいながら、各時代の歴史を形成している。個別の事柄の内容を把握すると同時に、同時代の諸要素との
つながりを常に意識して、より深く広く理解しておいてほしい。

講評

　本学の日本史の問題は、いずれも教科書に準拠した内容となっている。出題の形式も傾向もほぼ例年どおりで
あった。そのことをふまえたうえで、以下の点に留意してほしい。
　まず、教科書に記された内容（本文だけではなく、欄外に記された事柄や、トピックについても）を十分に把
握するために、独自のノートを作ってまとめておくとよい。そして、これも例年のことではあるが、起こった出
来事や年代について、個別・単体で暗記するのではなく、そこに関わった人物や時代背景などとの相互関係の中
で位置づけて把握できるように、歴史の流れについて政治・経済・文化といった分野別にノートで整理し直して
ほしい。さらに、時代ごとの大きな特質をつかむことを心がけることで、個別から総体的かつ体系的な理解が可
能となり、必然的に各分野の関連性が把握できる。
　次に、教科書に掲載されている地図や表、注記や史料にも日頃から関心をもってよく読んでおいてほしい。こ
れらの箇所には、各時代の地理的な状況や統計的な情報が簡潔にまとめられており、これらもあわせてノートに
整理しておくことが大切である。地図・表・史料は、教科書に記述されていることの証拠となる重要な根拠資料
であり、その内容を十分にふまえたうえで、改めて教科書を読みなおすことが重要である。また、「用語集」や「史
料集」も活用する必要がある。とくに史料集は、各時代の特質をまとめなおす際に、当該期の代表的史料をあわ
せて読んで、史料と関連づけて歴史の展開を把握したい。歴史的事実を確認することはもちろんのことであるが、
解説などを熟読して総合的に歴史を理解するような学習に取り組んでほしい。

受験生へのアドバイス

〈2月4・5日実施〉
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　基本的な出題方針は次の３点である。⑴教科書に準拠し、各分野の基本的知識を広く問う。⑵社会的事象に関する
図表やグラフを正確に読み解くためのデータリテラシーを問う。⑶時事的な社会問題を取り上げ、教科書の内容を応
用的に理解できるかどうかを問う。

出題意図

　「公共」の問題は、２月４日、２月５日ともに大問1～4で構成し、合計40の小問を出題した。
　２月４日実施分：1は《地方自治》についての問題である。条例の制定や改廃、首長や地方議会の解職請求、住民
投票をはじめ、地方分権改革や地方自治が抱える課題など、地方自治に関する基礎知識について幅広く出題した。さ
らに、地方自治体によって提供されている日々の生活に不可欠なサービスについても取り上げた。2は《戦後の日本
経済》についての問題である。経済の民主化や好況期の順番、高度経済成長に関わる基礎的な知識の理解を問うた。
また、1980年代以降の経済危機や企業の倒産のほか、時事問題として実質賃金・名目賃金・消費者物価指数の推移に
関わるグラフ問題を出題し、現代の日本経済と国民生活に関わる理解を問うた。3は《南北問題や南南問題》につい
ての問題である。国連貿易開発会議、政府開発援助、持続可能な開発目標など、経済格差の是正や貧困解消のために
国際社会でなされてきた取り組みに関する問題を出題した。また、日本の政府開発援助の特徴についても取り上げた。
4は《近現代の哲学・思想》についての問題である。とくに西洋近代において展開されたドイツ観念論や実存主義の
哲学について出題した。またそれらに加え、近代社会において現れた公共空間に関するアーレントやハーバーマスら
の議論も取り上げた。いずれのテーマにおいても近現代の代表的な哲学者や思想家たちが、どのような思索を積み上
げてきたのかについて、教科書レベルでの理解を問うた。
　２月５日実施分：1は《日本の裁判制度》についての問題である。裁判の基本原則をはじめ、裁判員裁判制度や再
審制度など、裁判に関する基礎知識について幅広く出題した。また、死刑制度や冤罪事件を取り巻く時事的な事柄に
ついても取り上げた。2は《労働者の権利と雇用・労働問題》についての問題である。労働三権と労働三法に関する
基本的知識や、近年の労働問題への政策的対応について出題した。また、時事問題として働き方改革など雇用・労働
問題への政策的な取り組みについても取り上げた。3は《戦後の日本を取り巻く世界情勢と在日米軍との関わり》に
関する問題である。日本国憲法と平和主義、警察予備隊と自衛隊の成立の背景、サンフランシスコ平和条約、日米関
係に伴う条約と協定等に関する問題や沖縄の基地負担軽減に関する地図問題など幅広く出題した。4は《人間の発達
過程や欲求・葛藤》についての問題である。ライフサイクルで生じる発達課題や青年期の特徴について基礎的な知識
について出題した。また、発達に関する研究に大きな影響を与えたレヴィンやハヴィガーストらの議論も取り上げた。
　以下では、２月４日、５日の各試験結果についてそれぞれ講評していく。
　２月４日実施分：大問1の地方自治に関する問いでは、地方自治体が提供する住民サービスや地方議会に関する設
問について、概ね正答率が高かった。一方、地方財政に関する設問では、正答率がやや低調だった。2の戦後の日本
経済に関する問題では、各小問の正答率にばらつきが見られた。問３や問４のような報告書名や人名を問う問題の正
答率が良好であった一方で、高度経済成長の特徴や経済危機によってもたらされる生活への影響について問う設問で
は、正答率は低調であった。3の国際社会における経済格差是正の取り組みに関する問題は、各小問の正答率にばら
つきが見られた。貧困や格差解消のための取り組みについての設問は概ね正答率が高かった。一方、ODAの実績に関
して表の内容を読み取る設問は、正答を導き出すためには複数の情報と知識の組み合わせを要したためか、正答率が
低かった。4の西洋近代哲学や公共空間に関する設問では、教科書レベルの基本的な知識を問う問題であったが、全
体的を通してやや低調な正答率であった。
　２月５日実施分：大問1の日本の裁判制度に関する問いでは、裁判の仕組みや裁判員裁判制度について基礎的な知
識を問う問題の正答率は良好であった。一方で、冤罪事件や司法制度改革などについては、時事的な知識も要したた
めか誤答が目立った。2の労働者の権利や働き方改革に関する問題では、非正規雇用の拡大に関する設問の正答率は
低調であったが、それ以外は全体的に良好であった。3の世界情勢と在日米軍に関する問題は、各小問の正答率にば
らつきが見られた。安全保障に関する法律や日米地位協定に関する設問は正答率が好調であった一方で、アメリカ軍
の基地拡張に関する設問の正答率は低調であった。4のライフサイクルや発達課題に関する問いは、概ね良好な正答
率であった。ただし、欲求が満たされないことによって生じる葛藤に関する設問では、文章に書かれている状況を整
理して考えることが必要だったためか、やや低調な正答率であった。

講評

　公共の問題は、基本的には教科書の内容に準拠したオーソドックスな知識を幅広く問う内容となっている。教
科書の本文だけでなく、欄外に記載された内容からも出題されるので、受験生は、教科書を隅々までよく目を通
し、各トピックに関する理解を掘り下げてもらいたい。またグラフや図表を読み解くための実践的な力を問う問
題も出しているので、教科書では読み飛ばしがちな図表にもじっくりと向き合ってデータリテラシーを身につけ
てもらいたい。また日頃から意識的に新聞などにも目を通すことを心がけ、国内外に関する時事問題にも広く触
れるようにしてもらいたい。その際、SNSを通してニュースに触れている場合、受け取る情報は自分の関心のあ
る内容のものに限定されがちになることには留意が必要である。また統計的なデータをアップデートしておくこ
とは、国内外の動向に関する具体的知識を具えるために望ましい。公共の教科書で学ぶ内容を、マスメディアか
ら取得した時事的な情報と関連づけながら理解を掘り下げていくことによって、興味を深めながら受験勉強に取
り組むことができるはずである。また時事問題のように、教科書の内容から派生して出題される問題では、リー
ド文になんらかのヒントがないか注意深く読むことも重要である。そうした解法に慣れておくためには、過去問
題に取り組んでおくことは必須である。

受験生へのアドバイス

〈2月4・5日実施〉
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　高等学校での数学学習の基礎となる数学Ⅰ・数学Ａから幅広く出題した。２日間とも大問４題を設定した。問1では、
数学Ⅰ・数学Ａの基礎的な理解度をみるために５問の小問を出題した。それ以外の問いでは、数学Ⅰ・数学Ａの各分
野から出題した。
　問1では、数学Ⅰの「数と式」、「データの分析」、「集合と命題」ならびに、数学Ａの「場合の数と確率」から出題した。
　いずれも、基本的な数学の概念や考え方、計算や数式の処理についての理解を問う問題である。
　問2では、数学Ⅰの「２次関数」から出題した。
　２次関数については、性質やグラフの形状等についての理解を問う問題である。放物線の頂点の座標、軸との交点
などを具体的なグラフのイメージを持つことが必要である。
　また、係数に未知の定数を含む場合に、それらの定数の値と放物線の位置や形状との関係を正しく扱うことが求め
られる。
　問3では、数学Ａの「場合の数と確率」から、さいころの目の出方に関する問題を出題した。
　場合の数や確率の求め方についての的確な理解が必要である。また、さいころの目の数値の整数としての性質の理
解や、さいころによる試行によって起こる結果についての適切な理解が求められる。
　問4では、数学Ⅰの「図形と計量」および数学Ａの「図形の性質」から、２つの三角形から構成される図形におけ
る面積や線分の長さに関する問題と、一部の辺の長さが与えられた四面体において、角度・線分の長さ・面積・体積
などを求める問題を出題した。
　前者では、図形内の一部の点が同一円周上にあることをふまえ、角度や線分の長さの間に成立する関係を見きわめ
る必要がある。
　後者では、立体図形における線分の長さや角度の関係を把握する必要がある。

出題意図

　２日間ともに、問2～問4のそれぞれについて、終わりの方の設問の正答率が低かった。問2～問4では、はじめ
の方では、比較的基礎的なことがらを問い、それらをふまえた応用的な問題を終わりの方に置いている。終わりの方
の設問に正しく解答できないのは、応用的な問いを適切に扱えていないということが考えられる。
　問1は基本的に正答率が高めだったが、２日目の問1における、部分集合の個数を問う問題の正答率が低くなって
いた。部分集合を単純に数え上げようとすると、手間もかかり、数え上げの見落としも起こりやすい。これを、「そ
れぞれの要素を『取るか、取らないか』」を考える問題としてとらえることで、問題を取り扱いやすくなる。このよ
うに、見方を変えることは、情報の理論やデータサイエンスにもつながるので、問題を違う向きからとらえることは、
多くの場面で重要である。
　2026年度は、必ずしも典型的とはいえない問題を含んだ中で、確実に得点することのできた受験生と、苦戦するこ
とになった受験生とが分かれる結果になった。
　数学の公式をそのまま覚えるのではなく、その意味や応用場面を意識しながら、問題に取り組むように心がけてほ
しい。いずれの問題も教科書をきちんと勉強すれば解けるレベルであり、章末問題や課題学習などを解きながら、数
学が現実場面でどのように活用されているかを意識しながら勉強することを心がけてほしい。

講評

　数学は、論理を順序立て思考を構築することを学ぶ教科である。論理的な思考は、理系のみならず、文系にお
いても必要となる。例えば文章を執筆するときに、論理的な構成を考えなければ、誰も筆者の意図を理解しては
くれないだろう。そのためには、単に公式を暗記するだけではなく、なぜそのような公式が導かれるのか、公式
の根本的な部分を理解しておくことが必要である。
　また、数学Ⅰや数学Ａの範囲であっても理工系の専門分野だけでなく、文系といわれる、社会学系や人文科学
系の分野でも応用されることが増えてきている。数学には、対象をどうとらえ、どう取り扱うかという、考え方
の枠組みを提供する学問という側面がある。大学で志望する専門分野が文系だから数学が必要とされないわけで
はないことを意識して、数学の勉強を進めていくことも必要である。
　入試では、時間の制約があるため、慌ててしまうこともあるだろうが、日頃から計算に親しむことで単純なミ
スをしないように心がけたい。そのためには繰り返しの練習も必要である。本学の試験問題に類似した問題を問
題集などから拾い出して実際に解いてみる。そして、その過程で解答が合わない場合には、どこをどのように間
違えたのかを自分自身で確認しておくことが必要である。そうすることで、大問の後半で計算結果が合わない場
合に、どこで間違えたのかを試験場でも認識できる力がつくだろう。
　ともすると、間違えるということに対して否定的にとらえてしまい、間違えたという事実に目を向けることを
拒否したくなるかもしれない。しかし、間違えたときこそが学びの大きな機会であるということを理解すること
が重要である。

受験生へのアドバイス

〈2月4・5日実施〉
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（出典：Timed Reading for Fluency 4 (c) Seed Learning. Reproduced with permission.）
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（出典：Fast Track 3 (c) Seed Learning. Reproduced with permission.）

2026年2月6日実施一般入試［第１期］ ［問題］ 英語
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一般入試［第１期］ ［解答］ 英語・国語 　

一
般
入
試
［
第
１
期
］

解
答

英語 2月4日実施
解答番号 解答 配点
1 ア 4
2 イ 3
3 ア 3
4 イ 3
5 ウ 3
6 イ 3
7 ア 3
8 イ 4
9 ウ 4
10 ア 4
11 ウ 5
12 ウ 3
13 ア 3
14 ウ 3
15 ウ 3
16 イ 3
17 イ 3
18 ア 3
19 ア 3
20 ウ 3
21 ウ 4
22 ウ 3
23 イ 3
24 エ 3
25 エ 3
26 イ 3
27 ア 3
28 ア 4

（完答）29 イ
30 ア 4

（完答）31 イ
32 エ 4

（完答）33 ウ

総点 100

国語 2月4日実施
解答番号 解答 配点
1 イ 4

2 エ 4

3 ア 4

4 イ 4

5 ウ 4

6 ウ 4

7 ア 4

8 エ 4

9 イ 4

10 ウ 3

11 ウ 3

12 エ 3

13 ア 3

14 イ 3

15 ア 3

16 イ 5

17 エ 5

18 ウ 5

19 ア 5

20 ア 5

21 エ 5

22 イ 5

23 ウ 5

24 エ 6

総点 100

英語 2月6日実施
解答番号 解答 配点
1 イ 3
2 ア 3
3 ウ 3
4 ウ 3
5 ウ 3
6 ア 3
7 ウ 4
8 ウ 4
9 ア 4
10 イ 4
11 イ 5
12 ア 3
13 イ 3
14 イ 3
15 ア 3
16 イ 3
17 ウ 3
18 ア 3
19 ア 3
20 イ 3
21 ウ 4
22 ウ 3
23 イ 3
24 イ 3
25 イ 3
26 ア 3
27 ウ 3
28 ウ 4

（完答）29 イ
30 ウ 4

（完答）31 エ
32 エ 4

（完答）33 ウ

総点 100

国語 2月6日実施
解答番号 解答 配点
1 ア 4

2 イ 4

3 エ 4

4 ウ 4

5 ウ 4

6 エ 4

7 イ 4

8 ア 4

9 ウ 4

10 ウ 3

11 イ 3

12 エ 3

13 ウ 3

14 ア 3

15 ウ 3

16 ウ 5

17 エ 5

18 ア 5

19 イ 5

20 エ 5

21 イ 5

22 ウ 5

23 ア 5

24 エ 6

総点 100

英語 2月5日実施
解答番号 解答 配点
1 ア 3
2 ウ 3
3 ア 3
4 イ 4
5 ア 3
6 イ 3
7 ア 3
8 イ 4
9 ウ 4
10 ア 4
11 ウ 5
12 イ 3
13 ア 3
14 ウ 3
15 イ 3
16 ウ 3
17 ア 3
18 イ 3
19 ウ 3
20 ア 3
21 イ 4
22 ウ 3
23 イ 3
24 イ 3
25 ウ 3
26 イ 3
27 ウ 3
28 ウ 4

（完答）29 ア
30 エ 4

（完答）31 ウ
32 ア 4

（完答）33 イ

総点 100

国語 2月5日実施
解答番号 解答 配点
1 ウ 4

2 ウ 4

3 イ 4

4 エ 4

5 イ 4

6 ア 4

7 ア 4

8 エ 4

9 ウ 4

10 ア 3

11 エ 3

12 ウ 3

13 ウ 3

14 イ 3

15 ア 3

16 エ 5

17 ウ 5

18 イ 5

19 ア 5

20 イ 5

21 エ 5

22 ウ 5

23 ア 5

24 エ 6

総点 100
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］
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一般入試［第１期］ ［解答］ 地歴・公民・数学 　

一
般
入
試
［
第
１
期
］

解
答

世界史 2月4日実施
解答番号 解答 配点
1 ウ 3
2 イ 3
3 ア 3
4 オ 3
5 エ 3
6 エ 3
7 ウ 4
8 ア 3
9 イ 2
10 ウ 3
11 イ 3
12 イ 3
13 イ 3
14 イ 3
15 ア 3
16 ア 3
17 エ 2
18 ウ 4
19 ア 4
20 イ 3
21 エ 3
22 イ 3
23 ア 3
24 ウ 2
25 エ 3
26 ア 4
27 イ 4
28 ウ 3
29 イ 3
30 イ 4
31 イ 4
32 ア 3

総点 100 日本史 2月4日実施
解答番号 解答 配点
1 ウ 3
2 ウ 3
3 ア 3
4 ウ 3
5 エ 3
6 オ 3
7 ア 3
8 エ 3
9 エ 3
10 イ 3
11 オ 3
12 エ 3
13 エ 3
14 イ 3
15 エ 3
16 ウ 3
17 ア 3
18 ウ 3
19 ウ 3
20 ア 2
21 エ 3
22 イ 3
23 エ 3
24 イ 2
25 カ 2
26 キ 2
27 コ 2
28 ク 2
29 エ 2
30 ク 2
31 ア 2
32 エ 2
33 ケ 2
34 キ 2
35 オ 2
36 コ 2
37 カ 2
38 ア 2
39 イ 2

総点 100

公共 2月4日実施
解答番号 解答 配点
1 ア 2
2 イ 2
3 エ 3
4 イ 3
5 エ 3
6 イ 3
7 ウ 3
8 イ 2
9 エ 2
10 ウ 2
11 ウ 2
12 イ 2
13 エ 3
14 ウ 3
15 エ 3
16 イ 3
17 エ 3
18 エ 2
19 ア 2
20 エ 2
21 エ 3
22 イ 2
23 エ 3
24 ア 2
25 イ 2
26 ア 3
27 ア 3
28 イ 2
29 イ 2
30 エ 3
31 エ 3
32 ウ 2
33 イ 3
34 ウ 2
35 ア 3
36 ア 3
37 ウ 2
38 イ 2
39 イ 2
40 ア 3

総点 100

大問 番号 解答 配点

1

ア 4
4

（完答）
イ 3
ウ 5
エ 2
オ 4

4
（完答）

カ 2
キ 5
ク 5
ケ 6 4
コ 1 3

（完答）サ 6
シ 8 3

（完答）ス 2
セ 2 3

（完答）ソ 8
タ 1

4
（完答）

チ 2
ツ 6
テ 0

2

ア － 4
（完答）イ 7

ウ 9
エ 2

4
（完答）

オ 4
カ 3
キ 4
ク 7
ケ － 4

（完答）コ 4
サ 7
シ － 4

（完答）ス 5
セ 1 3
ソ 6 3
タ 2 3

大問 番号 解答 配点

3

ア 3 4
イ 1 4

（完答）ウ 2
エ 5 4

（完答）オ 1
カ 2
キ 1

4
（完答）

ク 7
ケ 2
コ 1
サ 6
シ 1

4
（完答）

ス 7
セ 1
ソ 0
タ 8
チ 1 5

（完答）ツ 1
テ 8

4

ア 2
4

（完答）
イ 7
ウ 7
エ 4
オ 4 4

（完答）カ 1
キ 4 4

（完答）ク 5
ケ 1 4

（完答）コ 5
サ 2
シ 2 4

（完答）ス 1
セ 8
ソ 6

5
（完答）

タ 7
チ 1
ツ 9
テ 2

数学 2月4日実施 総点 100
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一般入試［第１期］ ［解答］ 地歴・公民・数学 　

一
般
入
試
［
第
１
期
］

解
答

世界史 2月5日実施
解答番号 解答 配点
1 イ 4
2 イ 3
3 エ 3
4 イ 3
5 オ 3
6 イ 3
7 ウ 3
8 イ 3
9 ウ 3
10 イ 3
11 ア 3
12 イ 3
13 ウ 4
14 エ 3
15 ウ 3
16 ア 3
17 ア 3
18 エ 2
19 ウ 4
20 ア 4
21 ウ 4
22 イ 2
23 エ 2
24 イ 4
25 イ 3
26 エ 4
27 イ 4
28 イ 3
29 イ 3
30 ウ 4
31 イ 4

総点 100 日本史 2月5日実施
解答番号 解答 配点
1 ウ 3
2 オ 3
3 ウ 3
4 エ 3
5 オ 3
6 ア 3
7 ア 3
8 エ 3
9 ア 3
10 ウ 3
11 イ 3
12 ア 3
13 ア 3
14 エ 3
15 ウ 3
16 ウ 3
17 イ 3
18 エ 3
19 ウ 3
20 ウ 3
21 イ 2
22 イ 2
23 ウ 3
24 ア 3
25 キ 2
26 エ 2
27 ア 2
28 ク 2
29 ケ 2
30 イ 2
31 キ 2
32 オ 2
33 ウ 2
34 ケ 2
35 コ 2
36 カ 2
37 エ 2
38 ケ 2
39 イ 2

総点 100

公共 2月5日実施
解答番号 解答 配点
1 エ 2
2 エ 2
3 ア 3
4 イ 3
5 ウ 2
6 エ 2
7 ア 2
8 ウ 3
9 ア 3
10 ア 3
11 エ 3
12 ウ 3
13 ア 2
14 エ 3
15 ア 3
16 イ 2
17 エ 2
18 ウ 2
19 ウ 3
20 ア 2
21 エ 3
22 ウ 3
23 ア 3
24 イ 3
25 ウ 2
26 ア 2
27 ウ 2
28 イ 2
29 イ 3
30 ア 2
31 ア 3
32 イ 3
33 ウ 2
34 ウ 3
35 イ 3
36 エ 2
37 イ 2
38 イ 2
39 ア 3
40 イ 2

総点 100

大問 番号 解答 配点

1

ア 2

4
（完答）

イ 5
ウ 6
エ 8
オ 1
カ 1 3

（完答）キ 6
ク 1 3

（完答）ケ 4
コ 2 4
サ 5

4
（完答）シ 1

ス 2
セ 1

3
（完答）ソ 6

タ 5
チ 4 4

（完答）ツ 4

2

ア 2 4
（完答）イ 1

ウ －
4

（完答）エ 1
オ 3
カ 1

4
（完答）

キ 2
ク 3
ケ 2
コ 2 4
サ 9 4
シ 3 5

（完答）ス 5

大問 番号 解答 配点

3

ア 8
4

（完答）イ 2
ウ 7
エ 7

4
（完答）

オ 2
カ 1
キ 6
ク 7 4

（完答）ケ 9
コ 1

4
（完答）

サ 7
シ 1
ス 8
セ 8 4

（完答）ソ 9
タ 3

5
（完答）

チ 1
ツ 1
テ 0
ト 8

4

ア 5 3
（完答）イ 5

ウ 2 3
エ 4 3
オ 9 3

（完答）カ 0
キ 5 4
ク 1 4

（完答）ケ 1
コ 5

5
（完答）

サ 1
シ 1
ス 3

数学 2月5日実施 総点 100
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試
［
第
２
期
］

講
評

　一般入試 ［第２期］ では、［第１期］と同じくマークシート方式を採用し、英語の基礎的な知識と読解力を確認する
ことをねらいとしている。出題者が受験生に求めているのは主として次の点である。
　①基本的な英文法・英単語・熟語をマスターしていること。
　②語句の意味・用法と文法を正確に踏まえ、英文を総合的に理解できること。
　③英会話に親しみ、会話の流れを理解できること。

出題意図

　２日間を通じて出題形式は共通である。以下、２月26日の試験に沿って講評する。
　1　長文総合問題。英文要旨：映画化された『クレイジー・リッチ！』の原作者ケビン・クワンは、自身の家族の
記憶や移民としての背景から、アジア系アメリカ人の感情や希望を理解し、それをもとに作品を書いた。
　設問１　下線部⑴ のcastは「キャスト、配役」という意味の名詞。正答はウ。
　設問２　下線部の語の意味を選択する問題。⑵のinstantは「即座の」という意味の形容詞で、正答はウ。⑶のclient
は「顧客」という意味の名詞で、正答はア。⑷のtransitionは「移り変わり」という意味の名詞で、正答はウ。
　設問３　空所補充問題。空所Ａではtwo more （books） を「出版している」のであり、正答はイ。空所Ｂでは「高校」
に「通った」のであり、正答はア。空所Ｃでは、several generations「数世代」が同居することを示しており、正答はイ。
　設問４　下線部の意味を選択する問題。（あ）では、最上級＋of the～で「～のうちいちばん…」という意味になり、
正答はイ。（い）は、クワンは父の話に「ひきこまれ」（was attracted to）、その話（they）が子供時代を「思い出させた」

（brought back）のであり、正答はイ。（う）では、whichは直前の節全体をうけ、家族の歴史についての記憶を物語
として書き留める決意が小説の「着想をもたらした」（inspired）という意味になり、正答はウ。
　設問５　本文の内容に合う英文を選択する問題。最終段落の３～４行目から、正答はアだと分かる。
　2　会話文の問題。デジタル払いを好むLukeと現金派のHonokaの会話であり、記録や利便性と災害時の強さなど
の違いが分かり、どちらにも一長一短があるという結論になる。
　設問１　下線部の語句の意味を選択する問題。⑴のphysicalは「現実の、実物の」という意味の形容詞で、正答はイ。
⑶のhand overは「手渡す」と言う意味で、正答はイ。⑷のreliableは「当てにできる」という意味の形容詞で、正答はウ。
　設問２　下線部の意味を選択する問題。⑵のthatは、日本では現金のみ受け付ける店もあるというHonokaのことば
をうけた指示代名詞であり、正答はア。⑸は「支出」（spending）を「追跡する」（keep track of）という意味で、正答はイ。
⑹のmiss outはデジタル払いでたまるポイントや割引の特典といった「好機を逃す」という意味で、正答はウ。
　設問３　空所補充問題。空所Ａの直後に、現金払いを好むHonokaとの対比を示すButがあることから、日本でもデ
ジタル払い対応店が増加していることを示す選択肢イが入る。空所Ｂには、自然災害に対するデジタルシステムの脆
弱性に触れた選択肢イが入る。空所Ｃは、二つの支払い方法の双方に利点と欠点があるとまとめるHonokaのことば
を受けており、議論で新たな視点を得たことを示す選択肢ウが入る。
　設問４　本文の内容に合うものを選択する問題。９行目のHonokaのことばから、イが正答だと分かる。
　3　短文空所補充問題。１．Lisaが一日中コーヒーを飲んでいた理由として前日の行動に触れており、過去の出来
事を示すseem to have＋過去分詞となる。正答はエ。２．heavyの比較級として適切なものは、劣等比較で「～ほど
重くない」という意味になるウ。３．speak to「～に話しかける」が用いられた受動態であり、toの次には行為主体の
前に置くbyが続くため、正答はエ。４．義務や必要を示す助動詞mustがあり、「適切な」対策を取るべきであると分
かる。正答はエ。５．Ｂが会議に来なかったのは、チームへの「情熱が薄れた」からであり、正答はイ。６．静かに
話すべきマナーが求められうるのはin public「公共の場で」となり、正答はウ。
　4　並べかえの問題。１．It has been a year で「一年が経った」という意味の現在完了形。２．the same+名詞＋
as＋Ｓ＋Ｖで「ＳがＶするのと同じ～」という意味になる。３．put～into practiceで「～を実行する」という意味になる。

講評

　出題者が受験生に求めているのは、オーソドックスな学習の成果であり、高校のリーディングの教科書がきち
んと理解できる力がついていれば解ける問題であると考えている。
　ただ、「きちんと」理解できることが重要であり、「なんとなくわかる」というレベルでとどまらないようにし
てほしい。基本的な単語・熟語の習得はもちろんのこと、英文の構造をしっかり把握して、一つ一つを論理的に
正確に理解していくことが、外国語学習においては特に重要である。

受験生へのアドバイス

〈2月26・27日実施〉
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　一般入試［第２期］の問題は、例年と同じく大問２題からなる。
　大問１は四字熟語の完成、漢字の部首名の把握、漢字熟語の組み立てや音訓の理解、慣用句や文法、近現代文学史
の知識など、基礎的な国語力を問う小問９題から構成されている（約４割）。
　大問２は読解問題であり、4,000～4,500字程度の説明的文章（論説文）を、正しく読み取ることができるかを問う
小問を設けている（約６割）。なお読解の前提として本文中の漢字の表記について問い、そのうえで著者の主張への
理解を問うという構成になっている。
　いずれの問題も、大学入学後に必要な国語力を試すものである。

出題意図

　大問１については、基礎的な国語知識が問われるため、日頃から四字熟語や慣用句など、知っている語彙を増やし
ておくことが重要である。また漢字熟語の構造など、言葉の成り立ちに関心を持っていることが望まれる。近現代文
学史については、高等学校の国語教科書や便覧に載っている範囲で出題されているため、それらをよく見ておくこと
が必要である。
　大問２で出題した長文の内容について、日程ごとに以下に述べる。
いずれの文章も、軸となるテーマがあり、そのテーマを論じるために先人の見解や、実例が紹介、解説されるという
構造を持つ。そのため、まずは文章の軸を理解することが読解のポイントとなる。
　２月26日は、重田園江『社会契約論―ホッブズ、ヒューム、ルソー、ロールズ』から出題した。課題文は、ホッブ
ズの思想について述べた部分である。そのなかでも「ホッブズ問題」と呼ばれる論点が中心となるが、このことは第
二段落から読み取ることができる。そのうえで「ホッブズ問題」とはなにか？という問いの前提として、自然状態と
はどういう状態なのか、自然権とはなにかが説明されている。ここで自然状態や自然権の説明をしっかり理解しない
と、次に説かれる、自然状態の脱却とはどういうことかを読み取れなくなる。著者は自然状態の脱却がいかに困難な
のかを説明したうえで、その困難な過程を説明していないことが「ホッブズ問題」なのだと述べている。一見難解だが、
それぞれの段階を着実に理解していけば、全体も必ず読み取れる。論理的な組み立てを考えながら読むことが大切で
ある。
　２月27日は、隠岐さや香『文系と理系はなぜ分かれたのか』から出題した。まずは冒頭に示されている「人文社会
学系と理工医系はどの程度違うのか？」という問題がこの文章のテーマとなっていることに気づいてほしい。この文
章ではそのテーマにしたがってさまざまな学問分野の事情を説明していく。さらに重要なのは、スノウが提唱した個
性記述的な「精神の学」と、法則定立的な「自然の学」というカテゴリー区分を理解することである。著者は、まず
どのような分野が個性記述的であり、どのような分野が法則定立的であるか述べていくが、その図式に当てはまらな
いものとして、ダーウィンの進化論、地球科学、気象学が説明されるのだ。結果、科学も人文社会学も一枚岩ではな
いとして、両者にまたがっている分野の説明をしていく。次々に説明される学問分野は、時代によって変化していく
ものとして紹介されており、そうした変化も含めてそれぞれの説明を適切に読解することが必要である。

講評

　大問２に関しては、説明的な文章（論説文）に慣れておくことが重要である。論説文は一見読みにくく感じら
れるかもしれないが、必ず筋道に沿って書かれている。それをたどれば著者の主張を知ることができ、その主張
を補強するために紹介されるさまざまな例も理解することができる。一見難解に感じられるかもしれないが、論
説文の文章は筋道から外れることはなく、また書かれていないことが出題されることもない。さらに、本当に難
しいところには必ず著者の解説が付されている。第一印象にとらわれることなく、根気強く読んで慣れていって
ほしい。
　大学での学びにおいて、論説文を読みこなすことは、必要不可欠の基礎力である。新聞や新書、現代文の問題
集など、より多くの論説文を読むようにしてほしい。

受験生へのアドバイス

〈2月26・27日実施〉
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一般入試［第２期］ ［問題］ 英語 2026年2月26日実施

著作権の関係により掲載しておりません。
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（出典：Assign Unique "Names" To Each Other, Just Like Humans, Dogo News, August 19, 2024）
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一般入試［第２期］ ［解答］ 英語・国語 　

一
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］

解
答

英語 2月26日実施
解答番号 解答 配点
1 ウ 4
2 ウ 3
3 ア 3
4 ウ 3
5 イ 3
6 ア 3
7 イ 3
8 イ 4
9 イ 4
10 ウ 4
11 ア 5
12 イ 3
13 イ 3
14 ウ 3
15 ア 3
16 イ 3
17 ウ 3
18 イ 3
19 イ 3
20 ウ 3
21 イ 4
22 エ 3
23 ウ 3
24 エ 3
25 エ 3
26 イ 3
27 ウ 3
28 エ 4

（完答）29 ウ
30 ア 4

（完答）31 イ
32 ウ 4

（完答）33 ア

総点 100 英語 2月27日実施
解答番号 解答 配点
1 ウ 3
2 ウ 3
3 ア 3
4 ウ 4
5 イ 3
6 ア 3
7 ア 3
8 ウ 4
9 ア 4
10 イ 4
11 イ 5
12 ウ 3
13 ア 3
14 イ 3
15 ア 3
16 ア 3
17 イ 3
18 イ 3
19 ア 3
20 ア 3
21 イ 4
22 イ 3
23 エ 3
24 エ 3
25 ア 3
26 ウ 3
27 ウ 3
28 イ 4

（完答）29 ア
30 ウ 4

（完答）31 エ
32 イ 4

（完答）33 ウ

総点 100

国語 2月26日実施
解答番号 解答 配点
1 イ 4

2 ア 4

3 ア 4

4 エ 4

5 ウ 4

6 イ 4

7 ウ 4

8 ア 4

9 エ 4

10 イ 3

11 エ 3

12 ア 3

13 ウ 3

14 ア 3

15 イ 3

16 ウ 5

17 ア 5

18 エ 5

19 エ 5

20 ウ 5

21 ウ 5

22 イ 5

23 ア 5

24 イ 6

総点 100 国語 2月27日実施
解答番号 解答 配点
1 エ 4

2 ウ 4

3 エ 4

4 ア 4

5 イ 4

6 ア 4

7 ウ 4

8 エ 4

9 イ 4

10 エ 3

11 ア 3

12 ウ 3

13 ウ 3

14 イ 3

15 イ 3

16 イ 5

17 ア 5

18 エ 5

19 エ 5

20 ア 5

21 ウ 5

22 イ 5

23 エ 5

24 ア 6

総点 100


